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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

⑴ 学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

（ア）入学定員設定の考え方 

広島県では，平成 30 年度の 18 歳人口 26,710 人のうち，県内高校を

卒業して大学へ進学した者が 15,642 人いる一方で，県内大学の入学定

員が限られているため，県外への転出超過が毎年千数百人継続している。 

（資料１ 広島県の大学進学者の転入転出状況） 

県内大学では，一部の私立大学で定員割れが生じているものの，国公

私立全体では充足率 101.1％と，ほぼ飽和状態となっており，大学の定

員増加がなければ，転出超過の解消は見込めない状況となっている。 

（資料２ 平成 30 年度広島県内の大学の入学状況について） 

そのため，広島県の大学進学時の転出超過解消の観点からは，本学の

設置によって，大学定員の増加を図ることが望ましい。 

その一方で，本学で目指す実践的な教育を実現し，学修の質を担保す

るためには，グループワークや対話型授業の実施が円滑に行える少人数

での授業運営が望ましいこと，また，将来的には 18 歳人口の減少が見込

まれること，県内の私立大学の運営に影響を及ぼさないよう配慮する必

要があること，また，本学と類似の教育を行っている大学学部の入学定

員の状況から，定員の大幅な増加とはせず，本学の入学定員は 100 人と

した。 

なお，同一法人のもとで運営する県立広島大学の入学定員については，

本学設置の前年度に，学部・学科再編を行い，入学定員を 575 人から 530

人に減じることとしており，本学と県立広島大学の入学定員の合計定員

は，現行定員から 55 人の増加に止める。  
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（イ）定員を充足する見込みがあること 

ａ 学生の志望動向 

平成 27 年 7 月の「若者の社会動態に関する意識調査」によると，県

内高校生の県内大学等への進学希望率は 61.2％であった。実際の県内

大学への進学率 54.6％と比較すると，6.6 ポイントの差があるため，

県内進学を希望しながら県外に進学した学生が 1,000 人程度いたと推

計される。 

同調査によると，県内高校生が県外進学を希望する理由は「進学し

たい学校が県内にないから」が 45.7％と最も高く，また，志望校を検

討する際に重視するのは「学びたい学科，学部があること」が 77.2％

と最も高い。 

（資料３ 広島県内の高校生の進学意識） 

 

ｂ 県内大学の学部学科系統 

広島県内には 26 大学・短期大学があり，概ね全国にある学部学科系

統は揃っており，全国と比べ，人文系の割合が低く，理工系の割合が

高い。国際関係学部は３学部あるが，定員は３大学合計で 215 人であ

り，県内の入学定員のわずか 1.5％の定員規模に止まる。 

（資料４ 広島県内の大学の学部学科系統） 

近年，グローバル化へ対応できる人材育成への要請に応じて，他地

域においては，リベラルアーツ教育や英語による授業など，本学と類

似の教育を実施する学部が新設され，志願者倍率も高い状況となって

いる。 

（資料５ 他地域の類似学部の状況（国公立）） 
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イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

（ア）県内高校生のニーズ調査（進学意向調査の状況） 

県内に所在する高等学校及び特別支援学校の在学者で 2021 年度大学

進学対象となる 2021 年 3 月卒業見込みの生徒（主に高校 2 年生）を対

象として，令和元年 6 月から 8 月にかけて，本学への入学意向を把握す

ることを目的に調査を行った。調査対象者数は高等学校等 146 校 23,641

人，うち有効回答者数は 100 校 16,538 人であった。 

調査結果において，「入学を希望する」と回答した者は 1,184 人との結

果となった。また，本学を「受験してみたい」と回答した上で，「入学を

希望する」と回答した者は 303 人との結果となり，本学の入学定員 80 人

に対して約 3.78 倍の入学意向を実数にて確保したといえる。また，本学

を「受験してみたい」又は「受験先として検討したい」と回答した上で，

「入学を希望する」と回答した者は合計 672 人となり，入学定員 80 人に

対し 8.4 倍の入学意向を示していることから，学生の確保は可能と考え

る。今後，後述の大学説明会や広報活動などを通じて，継続的な学生確

保に努めていく。 

（資料６ 広島県立新大学（仮称）への高校生の入学意向に関するアン

ケート調査報告） 

 

【クロス集計】 

上段：件数 

下段：割合（％） 

受験意向 

合計 
受験してみた

い 

受験先として

検討したい 
わからない 

入
学
意
向 

全体 7,446 

100.0 

427 

5.7 

1,485 

19.9 

5,534 

74.3 

入学を希望す

る 
1,184 

100.0 

303 

25.6 

369 

31.2 

512 

43.2 

入学を検討す

る 
2,520 

100.0 

83 

3.3 

884 

35.1 

1,553 

61.6 

入学を希望し

ない 
3,457 

100.0 

32 

0.9 

202 

5.8 

3,223 

93.2 

わからない 163 

100.0 

6 

3.7 

13 

8.0 

144 

88.3 

無回答 122 

100.0 

3 

2.5 

17 

13.9 

102 

83.6 
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（イ）CEFR の B1 相当以上の英語力の受験生の想定 

令和元年 6 月に広島県内の高校 2 年生を対象に実施したニーズ調査

（進学意向調査）の結果及び県立広島大学人間文化学部国際文化学科の

入試結果により，改めて推定志願者数の分析を行う。 

まず，このニーズ調査は英語の資格要件に触れずに実施したものであ

り，その点において，英語の検定・資格試験の結果を入学者選抜に利用

していない県立広島大学人間文化学部国際文化学科の入学者選抜の状

況に近いと言える。 

このニーズ調査において 16,538 人から回答を得，その中で大学進学

希望者は 11,302 人，本学を「受験してみたい」又は「受験先として検討

したい」と回答し，入学意向として「入学を希望する」と回答した者は

672 人（5.95％）であった。 

広島県の令和２年度大学入試センター試験志願者数（出身地別）は

14,437 人で，大学入試センター試験志願者と大学進学希望者が同数，ま

た，令和２年度と３年度で人数は変化しないと仮定した場合、広島県内

の大学進学希望推定人数（14,437 人）のうち，英語要件を考慮していな

い本学への受験志望者は，県内で 14,437 人の 5.95％にあたる 859 人と

見込まれる。 

一方，県立広島大学 人間文化学部 国際文化学科の入試において英検

2 級（CEFR B1 相当）以上を有している者は平成 29 年度入試（平成 28 年

度実施）には受験生 382 人のうち 126 人，平成 30 年度入試（平成 29 年

度実施）には 325 人のうち 105 人であり，その割合は平均すると 32.7％

である。 

この割合を用いて本学の受験者数を推計すると、859 人×0.327＝281

人となり、募集人員 80 人に対し、約 3.5 倍と，十分な受験者を確保でき

るものと推計される。なお，上記の 126 人，105 人の実績は、出願時の

調査書にその旨記載があった学生数の合計であり，先述したように，当

学科の入学者選抜が、英語の資格・検定試験の結果を出願要件にしてお

らず，また，点数化による加点もないことを考慮すると、調査書に未記

載で出願した受験生もいると思われることから、CEFR B1 相当以上を有

している受験生の実績はもっと高い可能性がある。 

さらに，広島県外からの受験者を見積もると，上記県立広島大学 人間
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文化学部 国際文化学科の入試において，平成 29 年度入試（平成 28 年度

実施），平成 30 年度入試（平成 29 年度実施）での広島県内の志願者割合

はそれぞれ，70.4％，69.2％，平均では 69.8％となるが，仮に本学でも

広島県内の志願者を同様の割合とした場合，県外も含めた受験希望推定

人数は 403 人（281÷0.698）となり，十分な受験生が確保できると考え

られる。 

こうしたことから，「CEFR B1 相当以上の本学の受験生」を一定数確保

することが可能と考えられ，今後，本学の大学説明会や高校訪問等の PR

活動を実施していくことで，広島県内外からの多数の受験者の確保に努

めていく。 

 

（ウ）競合校の状況 

本学ソーシャルシステムデザイン学部の競合校として考えている大

学・学部等は，次のとおりである。 

所在地 区分 大学名 
学部名 

入学定員 
学科名 

秋田県 県立 国際教養大学 
国際教養学部 

175 
― 

千葉県 国立 千葉大学 
国際教養学部 

90 
国際教養学科 

神奈川県 私立 慶応義塾大学 
総合政策学部 

425 
総合政策学科 

広島県 国立 広島大学 
総合科学部 

40 
国際共創学科 

福岡県 国立 九州大学 
共創学部 

105 
共創学科 

いずれも，そのカリキュラムにおいて， 

・留学など海外での体験・実践活動 

・企業等と連携した課題解決演習（PBL） 

・課題解決に必要となる幅広い教養（リベラルアーツ） 

・英語集中プログラムなどの語学 

・ICT リテラシー，データサイエンス 

など，本学と類似の授業を取り入れていることから，本学部の受験者

層はこれらの学部等と同程度になると想定している。 

これらの大学学部の志願状況や定員充足の状況については次のとお

り。  
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【国際教養大学国際教養学部】 

国際教養大学国際教養学部の一般選抜の志願状況や定員充足の状

況（過去５年間）については，志願倍率は平均すると 13.1 倍となって

おり，定員も毎年充足されている。また，特別選抜の志願状況等につ

いては，志願倍率は平均すると，４月入学で 6.5 倍，９月入学で 3.3

倍となっており，定員も毎年充足されている。 

（資料７ 国際教養大学国際教養学部の状況） 

 

【千葉大学国際教養学部】 

千葉大学国際教養学部の一般選抜の志願状況や定員充足の状況（直

近４年間）については，志願倍率は通常型で 4.6 倍，特色型で 2.3 倍

となっており，定員も充足されている。また，AO 入試の志願状況等（直

近３年間）については，志願倍率は 4.1 倍となっており，定員も充足

されている。 

（資料８ 千葉大学国際教養学部の状況） 

 

【慶應義塾大学総合政策学部】 

慶応義塾大学総合政策学部の一般選抜の志願状況や定員充足の状

況（直近２年間）については，志願倍率は平均すると 13.4 倍となって

おり，定員も充足されている。また，AO 入試の最新の志願状況等につ

いては，志願倍率は 10.1 倍となっており，定員も充足されている。 

（資料９ 慶應義塾大学総合政策学部の状況） 

 

【広島大学総合科学部国際共創学科】 

広島大学総合科学部国際共創学科（平成 30 年度入試から）の一般選

抜の志願状況や定員充足の状況については，志願倍率は平均すると 4

倍となっており，定員も充足されている。また，AO 入試の最新の志願

状況等については，志願倍率は平均すると，国内選抜型で 5.1 倍，国

外選抜型で 1.9 倍となっており，定員も充足されている。 

（資料 10 広島大学総合科学部国際共創学科の状況） 
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【九州大学共創学部】 

九州大学共創学部（平成 30 年度入試から）の一般選抜の志願状況や

定員充足の状況については，志願倍率は平均すると 3.2 倍となってお

り，定員も充足されている。また，AO 入試の志願状況等については，

志願倍率は平均すると，8.8 倍となっており，定員も充足されている。

加えて，推薦入試の志願状況等については，志願倍率は平均すると 4.6

倍となっており，定員も充足されている。 

（資料 11 九州大学共創学部の状況） 

 

以上のことから，本学のソーシャルシステムデザイン学部の競合校と

考えられるいずれの学部等においても，毎年一定の志願者数があり，定

員も充足されていることから，本学も同様に，定員を充足すると考えら

れる。 

さらに，平成 31 年度国公立大学の前期日程の学部系統の志願状況に

ついては，前期日程の全体の志願者が前年比 100%であるのに対し，「社

会・国際」の系統は前年比 106%となっており，人気が高まっている。そ

の傾向は近年続いており，大きな経済状況の変化がない限り，本学の初

年度入試となる令和３年度入試においても続くであろうことが見込ま

れる。 

（資料 12 2019 年度大学入試総括） 

 

（エ）同一法人が設置する他大学の状況 

当法人は既に県立広島大学を設置している。県立広島大学は，公立大

学として広島県内外の知名度も高く，全学部の志願状況や定員充足の状

況（過去５年間）については，志願倍率は平均すると 5.2 倍となってお

り，定員も毎年充足されている。 

（資料 13 県立広島大学の状況） 

このような状況の中で，後述の広報活動を展開し，本学の認知度を向

上させることにより，県内はもとより県外からも多くの高校生等が志望

するものと考える。  
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ウ 留学生の確保の見通しについて 

（ア）ニーズ調査（進学意向調査の状況）について 

定員 20 人の留学生枠についても，広島県内公立高校の海外姉妹校（63

校，約 3,150 人），国内のインターナショナルスクール（24 校，約 240

人）及び日本語学校（26 校，約 520 人）を対象として，オンラインによ

るアンケート調査を実施した。海外姉妹校からの有効回答者数は 272 人，

インターナショナルスクールからの有効回答者数は 10 人，日本語学校

からの有効回答者数は 31 人，総計 313 人（有効回収率約 8%）となって

いる。このうち，海外姉妹校からの回答については，アジアの学生から

が約 52%と最も多く，次いで米州（約 23%），オセアニア（約 18%），欧州

（約 4%）という分布となっており，中国，韓国，台湾等の地域からの興

味・関心が高いことが伺われる。 

調査の結果，本学を「受験してみたい」と回答した者が 64 人，更に，

受験に合格した場合「入学を希望する」と回答した者についてクロス集

計を行った結果 45 人であった。アンケート調査の標本数（有効回答者数

総計）が 313 人という限定的な条件下ではあるものの，本学への留学生

定員 20 人に対して約 2.25 倍の入学意向を実数にて確保したと言える。 

（資料 14 留学生に係るニーズ調査について） 

 

【クロス集計（外国人学生）】 

 

受験意向 

合計 
受験してみ

たい 

受験先として

検討したい 
わからない 

考えていな

い 
無回答 

入
学
意
向 

全体 313 64 133 57 21 38 

入学を希望する 96 45 47 4 0 0 

入学を検討する 114 17 78 19 0 0 

わからない 42 2 8 32 0 0 

希望しない 2 0 0 2 0 0 

無回答 59 0 0 0 21 38 
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（イ）留学生に対する支援について 

留学生への学修支援としては，英語での授業を一定数以上開講し，英

語の授業のみを履修しても卒業に必要な単位が取得できるようにする。

また，学事暦においては秋入学を導入する。 

生活面での支援については，国際学生寮（収容人数約 100 人）を設置

し，入学時から入寮可能とすることで，入学時の負担を解消する。年間

20 名の正規留学生受け入れを想定している中，最長 1 年間の滞在となる

交換留学生についても年間 10 名程度の入寮が可能である。 

留学生に対する広報面での取り組みとしては，大学のウェブサイトに

おいて複数言語で情報発信を図るほか，広島県内の公立高校が提携して

いる海外姉妹校や，全国のインターナショナルスクール，海外の広島県

人会等に対する定期的な案内の送付や，県内に留学してきている学生へ

の働きかけなど積極的に広報活動を行うことにより留学促進をＰＲし，

長期的かつ安定的な留学生の確保に努める。  
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エ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金は以下のとおりである。これは，国立大学及び他の公立大学

の学生納付金を参考に設定したもので，近隣の国公立大学と比較しても妥

当な水準であり，県内出身者，県外出身者のいずれにとっても無理なく学

べる環境を提供できるものと考える。 

 入学料 授業料 

県内生 282,000 円 535,800 円 

県外生 394,800 円 535,800 円 

 

所在地 区分 大学名 
学費等（単位：円） 

入学金 授業料 施設設備費等 諸会費 合計 

秋田県 県立 国際教養大学 
282,000 

(423,000※

1) 

696,000  66,660 
1,044,660 

(1,185,660※

1) 千葉県 国立 千葉大学 282,000 535,800※2   817,800 

神奈川県 私立 慶応義塾大学 200,000 1,030,000 330,000 11,350 1,571,350 

広島県 国立 広島大学 282,000 535,800   817,800 

福岡県 国立 九州大学 282,000  535,800    817,800  

※1 秋田県外出身者の場合 

※2 令和２年４月入学者から，642,960 円に引き上げることが発表されている 

注 1）各大学情報については，公式ウェブサイト等により調査した。 

注 2）各大学の学費については，諸会費などを含んでいない場合がある。 

 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組状況 

（ア）記者会見等のＰＲ活動 

令和元年 10 月 23 日に，本学の大学名，学部名，学長就任予定者の公

表にあわせて，記者会見を行った。それ以外にもあしなが育英会との連

携に係るプレスリリースなど，ＰＲ活動を随時実施している。会見等の

様子は，コンパクトに編集し，動画配信等を行っており，今後も継続し

て実施していく予定である。 

 

（イ）ウェブサイト等による広報 

ウェブサイトの他，各種 SNS(Facebook，Instagram，Twitter，YouTube，

LINE)による情報発信を日々行っている。 
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また，本学での学びを Web 上で体験いただけるよう，これまでに開催

してきた大学説明会の動画や，教員予定者からのメッセージ動画などを

集めた「Web オープンキャンパス」ページを開設し，県内外はもちろん，

国内外からいつでも見て知って感じていただけるよう，コンテンツの拡

充に努めているところである。 

情報発信だけでなく，生徒等の質問や相談に対応できるよう，各家庭

のインターネット環境に配慮し，Zoom，LINE，専用フォームの３つの方

法により個別相談予約を受け付け，職員が直接相談対応を行っている。 

昨今は，新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から大規模なイベン

ト等が開催できないため，叡啓大学のコンセプトに共感いただいている

著名実業家等と学長予定者との対談を Zoom ウェビナーにより開催し，

経営者層など幅広い世代にも広く周知できるよう取り組んでいる。 

今後もウェブサイト等の内容の充実を継続していく予定である。 

 

（ウ）リーフレット等の作成及び配付 

令和元年６月にニーズ調査用リーフレットを制作し，県内 146 の高校

に 30,000 部と，県内外の企業に約 2,000 部配付した。 

さらに，大学案内パンフレットを 11 月に，さらに内容を追加したもの

を令和２年６月に作成した。これらを大学説明会や高校訪問等，様々な

機会をとらえ配布するとともに，SGH，WWL 等指定校を始めとしたグロー

バル教育に力を入れていると思われる県内外の高等学校等約 400 校に郵

送により送付した。引き続き，高校の先生方を中心に，本学について知

っていただけるようパンフレットを活用したＰＲ活動を行っていく。 

 

（エ）高校訪問 

前述のニーズ調査への協力依頼を，公立高校に対しては校長会を通じ

て行ったものの，国立及び私立高校に対しては全体で依頼を行える場が

ないことから，電話による協力依頼を行った。また，そのうちの９校に

ついては，訪問したうえで本学の概要等を紹介した。 

これまでに延べ 200 校・回にわたる県内外の高校訪問（ウェブミーテ

ィングを含む）を行い，３校については，直接生徒や教員に対し，個別

の概要説明会を行った。 
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今後も高校訪問を継続していくとともに，希望のあった高校等を中心

に訪問し，概要説明等を行うこととしている。 

 

（オ）大学説明会の実施 

令和元年 11 月 30 日に福山市，12 月８日には広島市で，高校生，保護

者及び教員を対象とした大学説明会を，令和２年 2 月 26 日には広島市，

27 日には福山市で，高校教員を対象に意見交換会を開催し，本学の教育

課程の特徴等，大学の概要を説明した。 

また，３月 27 日にはオンラインによる大学説明会において，大学の概

要及び入学者選抜の概要を説明し，６月 20 日にはオンラインによる大

学の概要と入学者選抜の説明を行い，延べ 58 人が参加した，参加者が先

行採用教員と双方向にやり取りできるオンライン体験授業・オンライン

座談会を行った。 

さらに，７月 12 日～８月２日には改装前のキャンパス見学会を計９

回行い，生徒・保護者あわせて 69 人の参加があった。 

今後も継続して大学説明会を実施し，本学での学びや入学者選抜の概

要について，高校生，保護者，教員らに対し，周知を行い，受験者確保

に努めていく。 

 

（カ）外部メディアの活用 

各種進学情報サイト・進学情報誌等への出稿や，進学相談会への出展

により，受験生に直接情報を発信している。また，本学のプレスリリー

ス等に興味を持った各種雑誌・マスメディアからの取材を受け，記事と

されたこともあり，保護者や一般の方への本学の認知度も高まってきて

いると考えている。 

引き続き，外部メディアを活用した広報活動も行っていく。 
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２ 人材需要の動向等社会の要請 

⑴ 人材の養成に関する目的（概要） 

我が国の人口は，平成 20（2008）年をピークとして減少傾向にあり，65 歳

以上が我が国の総人口の３割を超えるなど，生産年齢人口の減少が加速する

ことが予想されるほか，グローバル化が加速し，地球規模の人類共通の課題

が増大する中，我が国にはこうした課題に積極的に取り組むことが求められ

ている。 

また，今後，ＩｏＴやビッグデータ，ＡＩ等をはじめとする技術革新が一

層進展し，社会や生活を大きく変えていく超スマート社会（Society5.0）が

到来すると予想され（資料 15 Society 5.0（内閣府）），また平成 30 年 11

月の中央教育審議会の答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」

（資料 16 「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（中央教育審議

会））では，2040 年の展望として，社会が急速に変化し複雑化しており，陳

腐化しない普遍的なコンピテンシーを有する人材が将来的に必要とされて

いることや，人生 100 年時代を迎え，単線型の人生でなく教育と仕事の行き

来など，マルチステージの人生への変化が予想されることなどが示されてい

る。 

こうした人口減少，グローバル化，ICT・AI の進展などによる，今後ます

ます先行きが不透明な社会情勢となる中で，Society5.0 の実現，人生 100 年

時代の到来などを踏まえると，これからの社会には，世の中を生き抜くため

の基盤となる学びと，その学びを土台にして，人生を通じて学び続ける力・

姿勢が欠かせない。そうした点から，今後の高等教育においては，地域社会

や世界に貢献する高い志を持ち，解のない課題に果敢にチャレンジし，粘り

強く新しい時代を切り開いていく人材の育成が求められる。 

本学はソーシャルシステムデザイン学部ソーシャルシステムデザイン学

科の１学部１学科を置き，「自らが将来のありうべき社会像を創ること」を理

念とし，「自らが課題を発見し，解決策を立案し，他者と協働しながら，リー

ダーシップを発揮し，実行することを通じて，新たな社会価値を生み出すこ

と」を目的とする。 

そのため，英語コミュニケーション能力と ICT リテラシー，論理的思考力，

デザイン思考・システム思考の方法論を身に付け，リベラルアーツ科目の履

修と，実社会の課題解決に取り組む課題解決演習，ボランティアやインター
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ンシップなど海外を含む体験・実践プログラムを通じた実践的な教育を行い，

自ら解決すべき課題を設定し，解決策の提案を行う卒業プロジェクトにおい

て知識・能力の統合を図る教育プログラムを構築する。 

これは，採用と大学教育の未来に関する産学協議会による中間とりまとめ

と共同提言で述べられた「Society5.0 時代に求められる人材」である「論理

的思考力と規範的判断力をベースに社会システムを構想する力を備えた人

材」（資料 17 中間とりまとめと共同提言（採用と大学教育の未来に関する

産学協議会））の育成につながる教育プログラムである。 

また，ソーシャルシステムデザイン学部ソーシャルシステムデザイン学科

の理念を実現するための能力を設定し，ディプロマ・ポリシーとしてコンピ

テンシー（資質・能力）を身に付けるための教育を展開することで，中央教

育審議会の平成 30 年 11 月答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイ

ン（答申）」（資料 16）において求められる学修者本位の教育を実現する。 

 

⑵ 県内企業関係者の意見聴取の状況 

広島県が平成 27 年度から平成 30 年度にかけて，県内企業のヒアリング調

査，ヒアリング調査，広島県高等教育機能強化検討委員会における企業関係

者の意見聴取及び県内企業へアンケート調査を行ったところ，本学が育成を

目指す人材像について賛同する企業が多数あり，また，育成を図るコンピテ

ンシーについても肯定的な意見があった。これらのことから，県内の企業が

求める人材像と本学が育成を目指す人材像については，方向性を一にするも

のであると考えられる。 

（資料 18 県内企業関係者の意見聴取の状況） 

 

⑶ 県内企業等への採用意向調査について 

県内外の企業等 2,000 か所を抽出し，令和元年７月から９月にかけて，本

学の卒業生に対する企業等の採用意向を把握することを目的にアンケート

調査を実施したところ，587 社から有効回答が得られた。 

調査の結果，本学の卒業生についての採用意向については，「採用を検討し

たい」と回答した社が 297 社と最も多く，次いで「採用したい」と回答した

社が 154 社となっており，「採用したい」「採用を検討したい」の肯定的な回

答を合算すると，451 社に上っている。 
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本学の卒業生に対する将来的な採用意向人数の集計にあたっては，「人数

は未確定」を最低数である「1 人」として計算したところ，「採用したい」と

回答した 154 社のみで合計した場合の採用意向人数は 233 人（入学定員 100

人に対し 2.33 倍），「採用したい」「採用を検討したい」と回答した 451 社で

合計した場合，552 人（同じく 5.52 倍）となり，卒業生の進路は十分に確保

できるものと考える。 

（資料 19 広島県立新大学（仮称）の卒業生に対する企業等の採用意向に関

するアンケート調査報告） 

 

【データの概要】 

人数 

「採用したい」のみ 
「採用したい」「採用を検討した

い」の合計 

回答者数 延べ人数 回答者数 延べ人数 

1 人 47 社 47 人 133 社 133 人 

2 人 29 社 58 人 46 社 92 人 

3 人 16 社 48 人 19 社 57 人 

4 人 2 社 8 人 2 社 8 人 

5 人以上 3 社 15 人 3 社 15 人 

人数は未確定 57 社 57 人 247 社 247 人 

無回答 ― ― 1 社 ― 

合計 154 社 233 人 451 社 552 人 

「5 人以上」は 5 人，「人数は未確定」は 1 人で計算。 
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広島県の大学進学者の転入転出状況
（出典：学校基本調査より）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

県内大学への入学者数（A) 14,348 14,559 14,474 14,093 14,422 14,282 14,330 14,060 14,405 14,313

県内からの入学者数 8,762 8,951 8,711 8,494 8,753 8,643 8,615 8,385 8,502 8,357

県外からの入学者数 5,586 5,608 5,763 5,599 5,669 5,639 5,715 5,675 5,903 5,956

県内高校からの進学者数（B) 16,509 16,402 16,336 16,086 16,281 15,832 15,935 15,732 16,035 15,642

県内への入学者数 8,762 8,951 8,711 8,494 8,753 8,643 8,615 8,385 8,502 8,357

県内への入学者割合 53.1% 54.6% 53.3% 52.8% 53.8% 54.6% 54.1% 53.3% 53.0% 53.4%

県内から県外への進学者数 7,747 7,451 7,625 7,592 7,528 7,189 7,320 7,347 7,533 7,285

転出超過数（B)-(A) ▲ 2,161 ▲ 1,843 ▲ 1,862 ▲ 1,993 ▲ 1,859 ▲ 1,550 ▲ 1,605 ▲ 1,672 ▲ 1,630 ▲ 1,329

資料１



平成３０年度広島県内の大学の入学状況について
（出典　各大学公表資料より）

大　学 学　部 学科等 入学定員 入学者数 充足率

広島県内の全大学の合計 13,421 13,565 101.1%

うち国立大学　合計 2,338 2,431 104.0%

うち公立大学　合計 1,515 1,626 107.3%

うち私立大学　合計 9,568 9,508 99.4%

総合科学科 120 124 103.3%
国際共創学科 40 44 110.0%

文学部 人文学科 130 136 104.6%
教育学部 第一類～第五類 445 458 102.9%

法学科（昼間コース） 140 151 107.9%
法学科（夜間主コース） 30 31 103.3%
経済学科（昼間コース） 150 160 106.7%
経済学科（夜間主コース） 45 48 106.7%

理学部 数学，物理，化学，生物，地球惑星ｼｽﾃﾑ 230 245 106.5%
医学科 120 120 100.0%
保健学科 120 120 100.0%
歯学科 53
口腔健康科学科 40
薬学科 38
薬科学科 22

工学部 第一類～第四類 445 451 101.3%
生物生産学部 生物生産学科 90 100 111.1%
情報科学部 情報科学科 80 84 105.0%

計 2,338 2,431 104.0%
人間文化学部 人間文化学科，健康科学科 120 129 107.5%
経営情報学部 経営学科，経営情報学科 100 110 110.0%
生命環境学部 生命科学科，環境科学科 165 167 101.2%
保健福祉学部 看護，理学療法，作業療法等 190 192 101.1%

計 575 598 104.0%
国際学部 国際学科 100 110 110.0%
情報科学部 情報工学科，知能工学科，システム工学科，医用情報科学科等 210 233 111.0%
芸術学部 美術学科，ﾃﾞｻﾞｲﾝ工芸学科 80 85 106.3%

計 390 428 109.7%
経済情報学部 経済情報学科 200 228 114.0%
芸術文化学部 日本文学科，美術学科 100 113 113.0%

計 300 341 113.7%
教育学部 児童教育学科（教育，保育） 100 104 104.0%
都市経営学部 都市経営学科 150 155 103.3%

計 250 259 103.6%
音楽文化学科 20 7 35.0%
演奏学科 60 48 80.0%

計 80 55 68.8%
化学生命工学科 85 89 104.7%
機械工学科 100 100 100.0%
ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ学科 80 81 101.3%
電子情報工学科 90 90 100.0%
情報学科 90 94 104.4%
建築学科 100 97 97.0%

計 545 551 101.1%
看護学部 看護学科 125 169 135.2%

計 125 169 135.2%
言語文化学科 120 141 117.5%
ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 60 67 111.7%
社会臨床心理学科 60 86 143.3%
子ども発達教育学科 70 71 101.4%

健康栄養学部 管理栄養学科 70 58 82.9%
計 380 423 111.3%

経済学科 330
経営学科 310
ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報学科 80
ﾒﾃﾞｨｱﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 60
ｽﾎﾟｰﾂ経営学科 70

計 850 763 89.8%
工学部 電子情報工学科，機械システム工学科等 550 574 104.4%
情報学部 情報工学科，知的情報ｼｽﾃﾑ学科 210 227 108.1%
環境学部 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ，地球環境 180 201 111.7%
生命学部 生体医工学科，食品生命科学科 140 131 93.6%

計 1,080 1,133 104.9%
心理学部 心理学科 90 97 107.8%
医療栄養学部 医療栄養学科 60 52 86.7%
看護学部 看護学科 120 133 110.8%
薬学部 薬学科 120 105 87.5%
医療経営学部 医療経営学科 90 96 106.7%
総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援学科等 160 179 111.9%
医療福祉学部 医療福祉学科 100 66 66.0%
保健医療学部 診療放射線学科，医療技術学科 200 215 107.5%

計 940 943 100.3%

広島大学

総合科学部

法学部

経済学部

医学部

薬学部 64 106.7%

歯学部 95 102.2%

広島経済大学
経済学部

県立広島大学

広島市立大学

尾道市立大学

福山市立大学

エリザベト音楽大学
音楽学部

近畿大学工学部
工学部

日本赤十字
広島看護大学

比治山大学
現代文化学部

広島工業大学

広島国際大学

内訳
非公表
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大　学 学　部 学科等 入学定員 入学者数 充足率

工学部 生産工学科 90 63 70.0%
情報文化学部 情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科，現代社会学科 160 151 94.4%

計 250 214 85.6%
商学科 155 166 107.1%
経営学科 140 169 120.7%
人間関係学科/社会学専攻 60 72 120.0%
教育学科 100 103 103.0%
英語英文学科 110 150 136.4%
法律学科 195 222 113.8%
国際政治学科 0 0 ‐
現代経済学科 115 116 100.9%
経済情報学科 115 120 104.3%
心理学科 80 84 105.0%
健康栄養学科 80 87 108.8%

人間環境学部 人間環境学科 115 117 101.7%
国際政治学科 75 84 112.0%
地域行政学科 75 83 110.7%

計 1,415 1,573 111.2%
国際教養学部 国際教養学科 0 0 ‐

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ・建築学科 0 0 ‐
生活デザイン学科 65 91 140.0%
管理栄養学科 70 84 120.0%
幼児教育心理学科 0 0 ‐
児童教育学科 90 82 91.1%
国際英語学科 65 90 138.5%
日本文化学科 40 46 115.0%

計 330 393 119.1%
看護学科 100 102 102.0%
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 100 82 82.0%

子ども教育学部 子ども教育学科 78 36 46.2%
計 278 220 79.1%

子ども学科 80 70 87.5%
音楽学科 40 47 117.5%

看護学部 看護学科 130 129 99.2%
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 0 0 ‐
健康福祉学科 0 0 ‐

人間健康学部 スポーツ健康福祉学科 120 128 106.7%
計 370 374 101.1%

初等教育学科 100 143 143.0%
人間福祉学科 80 38 47.5%
心理学科 70 60 85.7%
人間栄養学科 70 57 81.4%
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 70 38 54.3%

計 390 336 86.2%
経済学部 経済学科，国際経済学科，税務会計学科 250 267 106.8%
人間文化学部 人間文化学科，心理学科，ﾒﾃﾞｨｱ･映像学科 150 151 100.7%

スマートシステム学科 50 17 34.0%
建築学科 70 81 115.7%
情報工学科 50 51 102.0%
機械システム工学科 50 29 58.0%
生物工学科 50 41 82.0%
生命栄養科学科 50 24 48.0%
海洋生物科学科 100 111 111.0%

薬学部 薬学科 150 128 85.3%
計 970 900 92.8%

経営学部 経営学科 50 34 68.0%
福祉健康学部 福祉学科，こども学科，健康ｽﾎﾟｰﾂ科学科 210 169 80.5%
看護学部 看護学科 80 90 112.5%

計 340 293 86.2%
文学部 日本文学科，書道学科，英語英米文学科 230 262 113.9%
教育学部 児童教育学科 150 135 90.0%

現代心理学科（心理学科から名称変更） 60 74 123.3%
ビジネス心理学科 60 57 95.0%
現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 120 92 76.7%
国際観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 60 55 91.7%

家政学部 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科，管理栄養学科，造形ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 305 285 93.4%
薬学部 薬学科 120 101 84.2%
看護学部 看護学科 120 107 89.2%

計 1,225 1,168 95.3%

広島国際学院大学

広島修道大学

商学部

人文学部

法学部

経済科学部

健康科学部

国際コミュニティ学部

福山平成大学

広島女学院大学
人間生活学部

人文学部

広島都市学園大学
健康科学部

広島文化学園大学

学芸学部

社会情報学部

広島文教女子大学
人間科学部

福山大学

工学部

生命工学部

安田女子大学

心理学部

現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学部
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（出典：「若者の社会動態に関する意識調査」調査結果報告書（広島県）より）

⑴県内高校生の県内進学希望率

平成26年度
実績値（①）

意識調査に
よる
希望率（②）

差（②－①）

県内高校生の
県内大学進学率

54.6% 61.2% 6.6%

＊県内進学を希望しながら県外に進学した人数（試算）：1,015人（15,832人〔Ｈ26大学進学者数〕×0.066）

⑵広島県外を希望する理由（複数回答可）
回答割合（％）

進学したい学校が県内にないから 45.7 45.7
地元を離れて一人暮らしがしたいから 33.5 33.5
希望する学部や学科が県内にないから 20.6 20.6
住んでみたい地域があるから 19.1 19.1
都会で暮らしてみたいから 16.3 16.3
就職に有利だと考えるから 13.1 13.1
自分の学力に見合う学校が県内にないから 9.3 9.3
その他 6.0 6.0
無回答 1.9 1.9

⑶志望校を検討する際に重視すること（最大５つまで選択可）
回答割合（％）

学びたい学科，学部があること 77.2 77.2

就職に有利なこと 36.3 36.3

学習設備や環境が整っていること 23.8 23.8

校風や雰囲気が良いこと 23.3 23.3

自分の学力に適していること 19.5 19.5

学費が高くないこと 19.4 19.4

資格取得に有利であること 17.6 17.6

専門分野を深く学べること 16.7 16.7

自宅から通えること 13.3 13.3

有名な学校であること 11.4 11.4

大学のある地域が魅力的であること 11.1 11.1

教育方針・カリキュラムが魅力的であること 10.8 10.8

教育内容のレベルが高いこと 10.5 10.5

伝統や実績があること 9.0 9.0

交通の便が良いこと 8.7 8.7

キャンパスがきれいであること 7.4 7.4

クラブ・サークル活動が盛んであること 7.4 7.4

学生の学力が高いこと 7.0 7.0

入試方法が自分に合っていること 6.3 6.3

周囲の人からの評判が良いこと 6.3 6.3

国際的なセンスが身につくこと 4.9 4.9

教授・講師陣が魅力的であること 4.6 4.6

学校の規模が大きいこと 3.8 3.8

他大学との交流など学生生活が楽しめること 3.6 3.6

寮や奨学金が充実していること 3.5 3.5

学生の面倒見が良い学校であること 2.9 2.9

先輩・卒業生が魅力的であること 2.4 2.4

その他 0.6 0.6

無回答 4.4 4.4

広島県内の高校生の進学意識
　（Ｈ２７年７月広島県調査）
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広島県内の大学の学部学科系統
⑴　県内における学部学科系統（平成30年）
区　分 全国 広島県

人文科学 14% 11%
社会科学 31% 28%
教育 9% 10%
理学 3% 5%
工学 14% 18%
農学 3% 2%
保健 13% 18%
家政 3% 6%
芸術 3% 2%
他 8% 1%
（出典：Ｈ３０年度学校基本調査より）

⑵　県内における国際関係学部の設置状況
定員 教育の特長

100人

①国際政治・平和，②公共政策・NPO，③多文化共生，④
言語・コミュニケーション，⑤国際ビジネスの５つのプログラ
ムを核とする専門科目から，学生が関心や目標に応じて
学修。

40人

1年次は教養教育，２年次からは，「文化と観光」，「平和と
コミュニケーション」，「環境と社会」を専門教育として履修。
英語を共通言語とし，授業は全て英語で実施。日本語が
母語の学生は2年次に海外留学を必修。３年次にグローバ
ルインターンシップや課題解決演習を実施。

75人

「国際コミュニケーション」「国際政治」「地域研究」「政治・
経済」などの領域のカリキュラムを展開。海外留学や海外
からの訪問者・観光客との交流などの体験プログラムを通
して国際感覚を養う。

（出典：各大学のHPより）

大学・学部・学科

広島市立大学
国際学部

広島大学
総合科学部
国際共創学科

広島修道大学
国際コミュニティ学部
国際政治学科

育成する人材

国際社会が抱えている
問題に関心を持ち，国
際ビジネスの現場など
で活躍する人材

様々な国や地域の他者
と協調的に活動するこ
とのできる人材

地球規模で考え，地域
で行動する人材
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他地域の類似学部の状況（国公立） 

 

（出典：各大学のウェブサイトより） 

 

 

開設年度 区分 大学・学部名 定員 
Ｈ30志願者数 

〔志願者倍率〕 
教育内容等 

Ｈ16 公立 
国際教養大学 

 国際教養学部 
175人 

1,661人 

〔9.5倍〕 

留学義務（１年），英語による授業， 

英語集中プログラム，少人数教育，国際寮 

Ｈ26 国立 
長崎大学 

 多文化社会学部 
100人 

224人 

〔2.2倍〕 

短期留学（４週），留学（２コース，１年），

国際寮 

Ｈ27 国立 
山口大学 

 国際総合科学部 
100人 

404人 

〔4.0倍〕 

留学義務（１年），海外インターンシップ， 

プロジェクト型課題解決研究 

Ｈ28 国立 
千葉大学 

 国際教養学部 
90人 

495人 

〔5.5倍〕 

文理混合教育，テーラーメイド教育， 

留学義務，アクティブラーニング， 

ソーシャルラーニング 

Ｈ28 国立 
福井大学 

 国際地域学部 
60人 

223人 

〔3.7倍〕 

留学義務（１年），徹底した英語教育， 

課題探究プロジェクト，文理融合型教育 

Ｈ30 国立 
九州大学 

 共創学部 
105人 

469人 

〔4.5倍〕 
文理融合，留学義務，英語による授業 

合計 630人 
3,476人 

〔5.5倍〕 
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広島県立新大学（仮称）への高校生の入学意向に関するアンケート調査報告 
 
１．調査概要 
（1） 調査目的 

2021 年 4 月に予定している広島県立の新大学の開設に向けて、設置年度の進学対象層に

対する広島県立新大学ソーシャルデザイン学部ソーシャルデザイン学科（仮称）（以下、広

島県立新大学とする。）への入学意向を把握することを目的とする。 
 
（2） 調査対象及び対象者 
広島県内に所在する高等学校及び特別支援学校の在学者で 2021 年度大学進学対象となる

2021 年 3 月卒業見込みの生徒（主に高校 2 年生）。 
 
（3） 調査方法 

近隣に所在する高等学校 146 校に 31,110 人分のアンケート用紙及び広島県立新大学（仮

称）の概要を示したリーフレットを送付し、教室等で直接アンケート用紙に記入する方法に

より実施。回答用紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ高校から直接郵送。 
この結果、16,538 人から有効回答があった。 
集計結果より、広島県立新大学（仮称）への入学意向を分析した。 

 
（4） 調査実施期間 
令和元年 6 月～令和元年 8 月 

 
（5） 有効回答者数等 
配布調査票数：高等学校等 146 校 31,110 人分 
有効回答者数：高等学校等 100 校 16,538 人 

 
※設置を構想している広島県立新大学は仮称であるが、その旨の表示を本文中では省略し

た。 
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２．調査結果 
（1）高校卒業後の進路について 
 高校卒業後の進路について調査した結果、高校2年生 16,538人のうち、11,302人（68.3%）

が「大学進学」を希望しており、「短期大学進学」は 510 人（3.1%）、合わせて 11,812 人

（71.4%）が国内の高等教育機関への進学を希望している。さらに、「専門学校進学」2,135
人（12.9%）を合わせると、13,947 人（84.3%）が高等学校卒業後、進学を希望している。 

※「無回答」26 人（0.2%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大学進学
68.3%

短期大学進学
3.1%

専門学校進学
12.9%

就職
13.8%

その他
1.7% 無回答

0.2%

高校卒業後の進路

N=16538
高校卒業後の進路

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学進学 11,302     68.3         
2 短期大学進学 510          3.1            
3 専門学校進学 2,135       12.9         
4 就職 2,285       13.8         
5 その他 280          1.7            

無回答 26             0.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 16,538     100          
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（2）興味のある分野について 
2-1 興味のある分野（第 1 位）について 
進学を希望する 13,947 人に、興味のある分野（第 1 位）について調査した。 
その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「教育学・保育関係」が 1,468 人

（10.5%）と最も多く、次いで「看護学・リハビリテーション関係」1,445人（10.4%）、「工

学・建築関係」1,283 人（9.2%）、「経済・経営・商学関係」1,216 人（8.7%）、「文学・史

学・文化・外国語関係」936 人（6.7%）、「医学・歯学・薬学関係」869 人（6.2%）、「情報関

係」769 人（5.5%）、「理学・生命科学関係」693 人（5.0%）の順になっている。 ※「無回

答」106 人（0.8%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味のある分野(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 655             4.7              
2 教養・総合科学関係 248             1.8              
3 文学・史学・文化・外国語関係 936             6.7              
4 哲学・宗教学・心理学関係 356             2.6              
5 経済・経営・商学関係 1,216          8.7              
6 法学関係 466             3.3              
7 社会学・社会福祉学関係 224             1.6              
8 医学・⻭学・薬学関係 869             6.2              
9 看護学・リハビリテーション関係 1,445          10.4            
10 保健・医療関係（8,9以外） 332             2.4              
11 健康・スポーツ・体育学関係 609             4.4              
12 理学・生命科学関係 693             5.0              
13 情報関係 769             5.5              
14 工学・建築関係 1,283          9.2              
15 農学・獣医学関係 335             2.4              
16 家政学関係（被服・住居） 156             1.1              
17 食物学・栄養学関係 517             3.7              
18 教育学・保育関係 1,468          10.5            
19 芸術学関係 604             4.3              
20 その他 660             4.7              

無回答 106             0.8              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             

国際関係
4.7%

教養・

総合科学関係
1.8%

文学・史学・文化

・外国語関係
6.7%

哲学・宗教学

・心理学関係
2.6%

経済・経営

・商学関係
8.7%

法学関係
3.3% 社会学・

社会福祉学関係
1.6%

医学・歯学・薬学関係
6.2%

看護学・

リハビリ

テーション関係
10.4%

保健・医療関係（8,9以外）
2.4%

健康・スポーツ・体育学関係
4.4%

理学・

生命科学関係
5.0%

情報関係
5.5%

工学・建築関係
9.2%

農学・獣医学関係
2.4%

家政学関係

（被服・住居）
1.1%

食物学・栄養学関係
3.7%

教育学

・保育関係
10.5%

芸術学関係
4.3% その他

4.7% 無回答
0.8%

興味のある分野(第1位）

N=13947
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2-2 興味のある分野（第 2 位）について 
進学を希望する 13,947 人に、興味のある分野（第 2 位）について調査した。 
その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「文学・史学・文化・外国語関係」

が 1,033 人（7.4%）と最も多く、次いで「教育学・保育関係」970 人（7.0%）、「理学・生命

科学関係」922 人（6.6%）、「経済・経営・商学関係」921 人（6.6%）、「工学・建築関係」

885 人（6.3%）、「情報関係」880 人（6.3%）、「保健・医療関係（8,9 以外）」858 人（6.2%）、

「看護学・リハビリテーション関係」846 人（6.1%）、「国際関係」813 人（5.8%）、「健康・

スポーツ・体育学関係」798 人（5.7%）の順になっている。 ※「無回答」506 人（3.6%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味のある分野(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 813             5.8              
2 教養・総合科学関係 554             4.0              
3 文学・史学・文化・外国語関係 1,033          7.4              
4 哲学・宗教学・心理学関係 625             4.5              
5 経済・経営・商学関係 921             6.6              
6 法学関係 411             2.9              
7 社会学・社会福祉学関係 401             2.9              
8 医学・⻭学・薬学関係 613             4.4              
9 看護学・リハビリテーション関係 846             6.1              
10 保健・医療関係（8,9以外） 858             6.2              
11 健康・スポーツ・体育学関係 798             5.7              
12 理学・生命科学関係 922             6.6              
13 情報関係 880             6.3              
14 工学・建築関係 885             6.3              
15 農学・獣医学関係 389             2.8              
16 家政学関係（被服・住居） 289             2.1              
17 食物学・栄養学関係 573             4.1              
18 教育学・保育関係 970             7.0              
19 芸術学関係 545             3.9              
20 その他 115             0.8              

無回答 506             3.6              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             

国際関係
5.8%

教養・総合科学関係
4.0%

文学・史学・文化

・外国語関係
7.4%

哲学・宗教学・心理学関係
4.5%

経済・経営・商学関係
6.6%

法学関係
2.9%

社会学・

社会福祉学関係
2.9%

医学・歯学

・薬学関係
4.4%看護学・リハビリテーション関係

6.1%
保健・医療関係（8,9以外）

6.2%
健康・スポーツ・体育学関係

5.7%

理学・生命科学関係
6.6%

情報関係
6.3%

工学・建築関係
6.3%

農学・獣医学関係
2.8%

家政学関係

（被服・住居）
2.1%

食物学・

栄養学関係
4.1%

教育学・保育関係
7.0% 芸術学関係

3.9%
その他
0.8% 無回答

3.6%

興味のある分野(第2位）

N=13947
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2-3 興味のある分野（第 3 位）について 
進学を希望する 13,947 人に、興味のある分野（第 3 位）について調査した。 
その結果は、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「教育学・保育関係」が 1,021 人

（7.3%）と最も多く、次いで「理学・生命科学関係」959 人（6.9%）、「文学・史学・文

化・外国語関係」927 人（6.6%）、「経済学・経営学・商学関係」882 人（6.3%）、「健康・ス

ポーツ・体育学関係」876 人（6.3%）、「国際関係」756 人（5.4%）、「食物学・栄養学関係」

746 人（5.3%）の順になっている。 ※「無回答」833 人（6.0%） 
 
  

国際関係
5.4%

教養・総合科学関係
4.6%

文学・史学・文化

・外国語関係
6.6%

哲学・宗教学

・心理学関係
4.9%

経済・経営・商学関係
6.3%

法学関係
2.8%

社会学・社会福祉学関係
3.5%

医学・歯学

・薬学関係
4.1%看護学・リハビリテーション関係

4.8%
保健・医療関係（8,9以外）

4.8%

健康・スポーツ

・体育学関係
6.3%

理学・

生命科学関係
6.9%

情報関係
4.9%

工学・建築関係
4.4%

農学・獣医学関係
3.1%

家政学関係

（被服・住居）
2.3%

食物学・栄養学関係
5.3%

教育学・保育関係
7.3%

芸術学関係
4.5%

その他
1.2%

無回答
6.0%

興味のある分野(第3位）

N=13947

興味のある分野(第3位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 756             5.4              
2 教養・総合科学関係 642             4.6              
3 文学・史学・文化・外国語関係 927             6.6              
4 哲学・宗教学・心理学関係 683             4.9              
5 経済・経営・商学関係 882             6.3              
6 法学関係 386             2.8              
7 社会学・社会福祉学関係 487             3.5              
8 医学・⻭学・薬学関係 577             4.1              
9 看護学・リハビリテーション関係 669             4.8              
10 保健・医療関係（8,9以外） 667             4.8              
11 健康・スポーツ・体育学関係 876             6.3              
12 理学・生命科学関係 959             6.9              
13 情報関係 681             4.9              
14 工学・建築関係 610             4.4              
15 農学・獣医学関係 428             3.1              
16 家政学関係（被服・住居） 324             2.3              
17 食物学・栄養学関係 746             5.3              
18 教育学・保育関係 1,021          7.3              
19 芸術学関係 628             4.5              
20 その他 165             1.2              

無回答 833             6.0              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             
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（3）新大学への興味・関心 
進学を希望する 13,947 人のうち、広島県立新大学について「大いに興味・関心がある」

と回答したのは 1,133 人（8.1%）である。また、「興味・関心がある」2,356 人（16.9%）、

「すこし興味・関心がある」3,790 人（27.2%）との回答があり、「大いに興味・関心がある」

「興味・関心がある」「すこし興味・関心がある」の合計 7,279 人（52.2%）が広島県立新大

学に興味を示している。 ※「無回答」135 人（1.0%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新大学への興味・関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに興味・関心がある 1,133       8.1            
2 興味・関心がある 2,356       16.9         
3 すこし興味・関心がある 3,790       27.2         
4 わからない 3,877       27.8         
5 興味・関心はない 2,656       19.0         

無回答 135          1.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947     100          

大いに

興味・関心がある
8.1%

興味・関心がある
16.9%

すこし

興味・関心がある
27.2%

わからない
27.8%

興味・関心はない
19.0%

無回答
1.0%

新大学への興味・関心

N=13947
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（4）興味・関心の理由について 
4-1 興味・関心の理由（第 1 位）について 

「（3）新大学への興味・関心」にて広島県立新大学に興味・関心を示した 7,279 人に、興

味・関心の理由（第 1 位）について調査した。 
その結果、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「新しく設置される大学だから」が

3,924 人（53.9%）と最も多く、次いで「県立だから」1,018 人（14.0%）、「学べる内容やカ

リキュラムが良さそうだから」511 人（7.0%）、「イメージが良さそうだから」362 人（5.0%）

の順になっている。 ※「無回答」75 人（1.0%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味・関心の理由(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 3,924          53.9            
2 県立だから 1,018          14.0            
3 イメージが良さそうだから 362             5.0              
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 511             7.0              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 107             1.5              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 60               0.8              
7 留学したいから 220             3.0              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 21               0.3              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 43               0.6              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 95               1.3              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 54               0.7              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 92               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 87               1.2              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 42               0.6              
15 めざす人材像が良さそうだから 61               0.8              
16 就職に有利そうだから 132             1.8              
17 起業したいから 26               0.4              
18 AO中心の入試だから 37               0.5              
19 留学生がいるから 22               0.3              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 267             3.7              
21 その他 23               0.3              

無回答 75               1.0              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

53.9%

県立だから
14.0%

イメージが良さそうだから
5.0%

学べる内容や
カリキュラムが
良さそうだから

7.0%

SDGｓの17のゴールを
念頭に置いて

学修する大学だから
1.5%

３か月ごとの
完全クォーター制

だから
0.8%

留学したいから
3.0%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に

取り組むことができるから
0.3%

「修得」と「実践」を
繰り返す

カリキュラムだから
0.6%

様々な学問分野の
知識を横断的に学修できるから

1.3%

入学後に専修分野（メジャー）
が選べるから

0.7%

ICT リテラシーや
データサイエンス，
デザイン思考が

学べるから
1.3%

英語での授業履修が
可能になるような
集中プログラムが

あるから
1.2%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
0.6% めざす人材像が

良さそうだから
0.8%

就職に
有利そうだから

1.8%

起業したいから
0.4%

AO中心の
入試だから

0.5%

留学生がいるから
0.3%

広島市の
中心部にあって

通学しやすいから
3.7%

その他
0.3%

無回答
1.0%

興味・関心の理由(第1位）

N=7279
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4-2 興味・関心の理由（第 2 位）について 
「（3）新大学への興味・関心」にて広島県立新大学に興味・関心を示した 7,279 人に、興

味・関心の理由（第 2 位）について調査した。 
その結果、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「県立だから」が 1,910 人（26.2%）

と最も多く、次いで「イメージが良さそうだから」914 人（12.6%）、「新しく設置される大

学だから」858 人（11.8%）、「広島市の中心部にあって通学しやすいから」846 人（11.6%）、

「学べる内容やカリキュラムが良さそうだから」486 人（6.7%）の順になっている。 ※

「無回答」157 人（2.2%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味・関心の理由(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 858             11.8            
2 県立だから 1,910          26.2            
3 イメージが良さそうだから 914             12.6            
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 486             6.7              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 130             1.8              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 144             2.0              
7 留学したいから 315             4.3              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 52               0.7              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 117             1.6              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 209             2.9              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 112             1.5              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 92               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 154             2.1              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 91               1.3              
15 めざす人材像が良さそうだから 168             2.3              
16 就職に有利そうだから 260             3.6              
17 起業したいから 36               0.5              
18 AO中心の入試だから 86               1.2              
19 留学生がいるから 125             1.7              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 846             11.6            
21 その他 17               0.2              

無回答 157             2.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

11.8%

県立だから
26.2%

イメージが
良さそうだから

12.6%

学べる内容やカリキュラムが
良さそうだから

6.7%

SDGｓの17のゴールを
念頭に置いて学修する大学だから

1.8%

３か月ごとの
完全クォーター制だから

2.0%
留学したいから

4.3%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に

取り組むことができるから
0.7%

「修得」と「実践」を
繰り返す

カリキュラムだから
1.6%

様々な学問分野の知識を
横断的に学修できるから

2.9%

入学後に専修分野（メジャー）が選べるから
1.5%

ICT リテラシーやデータサイエンス，
デザイン思考が学べるから

1.3%

英語での授業履修が
可能になるような

集中プログラムがあるから
2.1%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
1.3% めざす人材像が

良さそうだから
2.3%

就職に
有利そうだから

3.6% 起業したいから
0.5%

AO中心の
入試だから

1.2%

留学生が
いるから

1.7%

広島市の中心部にあって
通学しやすいから

11.6%

その他
0.2% 無回答

2.2%

興味・関心の理由(第2位）

N=7279
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4-3 興味・関心の理由（第 3 位）について 
「（3）新大学への興味・関心」にて広島県立新大学に興味・関心を示した 7,279 人に、興

味・関心の理由（第 3 位）について調査した。 
その結果、5.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「イメージが良さそうだから」が

1,466 人（20.1%）と最も多く、次いで「広島市の中心部にあって通学しやすいから」1,245
人（17.1%）、「県立だから」710 人（9.8%）、「学べる内容やカリキュラムが良さそうだから」

531 人（7.3%）、「新しく設置される大学だから」514 人（7.1%）、「就職に有利そうだから」

414 人（5.7%）の順になっている。 ※「無回答」238 人（3.3%） 
 
 
  

興味・関心の理由(第3位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 514             7.1              
2 県立だから 710             9.8              
3 イメージが良さそうだから 1,466          20.1            
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 531             7.3              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 111             1.5              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 181             2.5              
7 留学したいから 250             3.4              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 62               0.9              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 148             2.0              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 215             3.0              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 162             2.2              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 93               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 176             2.4              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 141             1.9              
15 めざす人材像が良さそうだから 245             3.4              
16 就職に有利そうだから 414             5.7              
17 起業したいから 56               0.8              
18 AO中心の入試だから 104             1.4              
19 留学生がいるから 188             2.6              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 1,245          17.1            
21 その他 29               0.4              

無回答 238             3.3              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

7.1%

県立だから
9.8%

イメージが
良さそうだから

20.1%
学べる内容や
カリキュラムが
良さそうだから

7.3%

SDGｓの17の
ゴールを念頭に置いて
学修する大学だから

1.5%

３か月ごとの完全クォーター制だから
2.5%

留学したいから
3.4%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に

取り組むことができるから
0.9%

「修得」と「実践」を
繰り返すカリキュラムだから

2.0%

様々な学問分野の知識を
横断的に学修できるから

3.0%

入学後に
専修分野（メジャー）が選べるから

2.2%

ICT リテラシーや
データサイエンス，

デザイン思考が学べるから
1.3%

英語での授業履修が
可能になるような

集中プログラムがあるから
2.4%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
1.9%

めざす人材像が
良さそうだから

3.4%

就職に
有利そうだから

5.7%

起業したいから
0.8%

AO中心の
入試だから

1.4%
留学生が
いるから

2.6%

広島市の
中心部にあって

通学しやすいから
17.1% その他

0.4% 無回答
3.3%

興味・関心の理由(第3位）

N=7279
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（5）新大学への受験意向について 
 進学を希望する 13,947 人のうち、「（3）新大学への興味・関心」にて、「興味・関心はな

い」と回答した者を除いた 11,156 人に、広島県立新大学への受験意向について調査した。 
その結果は、「受験してみたい」427 人（3.8%）、「受験先として検討したい」1,485 人

（13.3%）となり、合計 1,912 人（17.1%）が広島県立新大学への受験意向を示している。 

※「無回答」604 人（5.4%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6）新大学への入学意向について 
「（5）新大学への受験意向について」にて、「受験先として考えないと思う」と回答した

者を除いた 5,534 人、合計 7,446 人に、広島県立新大学を受験し、合格した場合の入学意向

について調査した。 
その結果は、「入学を希望する」が 1,184 人（15.9%）、「入学を検討する」が 2,520 人

（33.8%）となり、合計 3,704 人（49.7%）が広島県立新大学への入学意向を示している。 

※「無回答」122 人（1.6%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新大学への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 受験してみたい 427      3.8        
2 受験先として検討したい 1,485   13.3     
3 わからない 5,534   49.6     
4 受験先として考えないと思う 3,106   27.8     

無回答 604      5.4        
N （％ﾍﾞｰｽ） 11,156 100      

受験してみたい
3.8%

受験先として

検討したい
13.3%

わからない
49.6%

受験先として

考えないと思う
27.8%

無回答
5.4%

新大学への受験意向

N=11156

新大学への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 1,184       15.9         
2 入学を検討する 2,520       33.8         
3 わからない 3,457       46.4         
4 入学を希望しない 163          2.2            

無回答 122          1.6            
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,446       100          

入学を希望する
15.9%

入学を検討する
33.8%

わからない
46.4%

入学を希望しない
2.2%

無回答
1.6%

新大学への入学意向

N=7446
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３．調査結果のまとめ 
「（5）新大学への受験意向について」と、「（6）新大学への入学意向について」の調査結

果をクロス集計した結果は下表である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の表から広島県立新大学を「受験してみたい」と回答した上で、「入学を希望する」

と回答した高校 2 年生は 303 人となり、広島県立新大学の入学定員 80 人に対して約 3.78 倍

の入学意向を実数にて確保したといえる。 
また、広島県立新大学を「受験してみたい」または「受験先として検討したい」と回答し

た上で、「入学を希望する」と回答した高校 2 年生は合計 672 人となり、広島県立新大学の

入学定員 80 人に対し、8.4 倍の入学意向を示している。 
 
 
以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外からの高校生の進学も考えられることから、

広島県立新大学の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。 
 
 

上段:度数
下段:％

合計
受験してみ
たい

受験先として
検討したい

わからない

7,446         427           1,485         5,534         

100.0         5.7            19.9          74.3          

1,184         303           369           512           

100.0         25.6          31.2          43.2          

2,520         83             884           1,553         

100.0         3.3            35.1          61.6          

3,457         32             202           3,223         

100.0         0.9            5.8            93.2          

163           6               13             144           

100.0         3.7            8.0            88.3          

122           3               17             102           

100.0         2.5            13.9          83.6          

受験意向

受験意向 ×入学意向

入学意向

全体

入学を希望する

入学を検討する

入学を希望しない

わからない

無回答
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調査票 
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計画概要 
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単純集計表 
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大学進学
68.3%

短期大学進学
3.1%

専門学校進学
12.9%

就職
13.8%

その他
1.7% 無回答

0.2%

高校卒業後の進路

N=16538

高校卒業後の進路
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学進学 11,302     68.3         
2 短期大学進学 510          3.1            
3 専門学校進学 2,135       12.9         
4 就職 2,285       13.8         
5 その他 280          1.7            
無回答 26             0.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 16,538     100          
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興味のある分野(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 655             4.7              
2 教養・総合科学関係 248             1.8              
3 文学・史学・文化・外国語関係 936             6.7              
4 哲学・宗教学・心理学関係 356             2.6              
5 経済・経営・商学関係 1,216          8.7              
6 法学関係 466             3.3              
7 社会学・社会福祉学関係 224             1.6              
8 医学・歯学・薬学関係 869             6.2              
9 看護学・リハビリテーション関係 1,445          10.4            
10 保健・医療関係（8,9以外） 332             2.4              
11 健康・スポーツ・体育学関係 609             4.4              
12 理学・生命科学関係 693             5.0              
13 情報関係 769             5.5              
14 工学・建築関係 1,283          9.2              
15 農学・獣医学関係 335             2.4              
16 家政学関係（被服・住居） 156             1.1              
17 食物学・栄養学関係 517             3.7              
18 教育学・保育関係 1,468          10.5            
19 芸術学関係 604             4.3              
20 その他 660             4.7              
無回答 106             0.8              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             

国際関係
4.7%

教養・

総合科学関係
1.8%

文学・史学・文化

・外国語関係
6.7%

哲学・宗教学

・心理学関係
2.6%

経済・経営

・商学関係
8.7%

法学関係
3.3% 社会学・

社会福祉学関係
1.6%

医学・歯学・薬学関係
6.2%

看護学・

リハビリ

テーション関係
10.4%

保健・医療関係（8,9以外）
2.4%

健康・スポーツ・体育学関係
4.4%

理学・

生命科学関係
5.0%

情報関係
5.5%

工学・建築関係
9.2%

農学・獣医学関係
2.4%

家政学関係

（被服・住居）
1.1%

食物学・栄養学関係
3.7%

教育学

・保育関係
10.5%

芸術学関係
4.3% その他

4.7% 無回答
0.8%

興味のある分野(第1位）
N=13947
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国際関係
5.8%

教養・総合科学関係
4.0%

文学・史学・文化

・外国語関係
7.4%

哲学・宗教学・心理学関係
4.5%

経済・経営・商学関係
6.6%

法学関係
2.9%

社会学・

社会福祉学関係
2.9%

医学・歯学

・薬学関係
4.4%看護学・リハビリテーション関係

6.1%
保健・医療関係（8,9以外）

6.2%
健康・スポーツ・体育学関係

5.7%

理学・生命科学関係
6.6%

情報関係
6.3%

工学・建築関係
6.3%

農学・獣医学関係
2.8%

家政学関係

（被服・住居）
2.1%

食物学・

栄養学関係
4.1%

教育学・保育関係
7.0% 芸術学関係

3.9%
その他
0.8% 無回答

3.6%

興味のある分野(第2位）
N=13947

興味のある分野(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 813             5.8              
2 教養・総合科学関係 554             4.0              
3 文学・史学・文化・外国語関係 1,033          7.4              
4 哲学・宗教学・心理学関係 625             4.5              
5 経済・経営・商学関係 921             6.6              
6 法学関係 411             2.9              
7 社会学・社会福祉学関係 401             2.9              
8 医学・歯学・薬学関係 613             4.4              
9 看護学・リハビリテーション関係 846             6.1              
10 保健・医療関係（8,9以外） 858             6.2              
11 健康・スポーツ・体育学関係 798             5.7              
12 理学・生命科学関係 922             6.6              
13 情報関係 880             6.3              
14 工学・建築関係 885             6.3              
15 農学・獣医学関係 389             2.8              
16 家政学関係（被服・住居） 289             2.1              
17 食物学・栄養学関係 573             4.1              
18 教育学・保育関係 970             7.0              
19 芸術学関係 545             3.9              
20 その他 115             0.8              
無回答 506             3.6              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             
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国際関係
5.4%

教養・総合科学関係
4.6%

文学・史学・文化

・外国語関係
6.6%

哲学・宗教学

・心理学関係
4.9%

経済・経営・商学関係
6.3%

法学関係
2.8%

社会学・社会福祉学関係
3.5%

医学・歯学

・薬学関係
4.1%看護学・リハビリテーション関係

4.8%
保健・医療関係（8,9以外）

4.8%

健康・スポーツ

・体育学関係
6.3%

理学・

生命科学関係
6.9%

情報関係
4.9%

工学・建築関係
4.4%

農学・獣医学関係
3.1%

家政学関係

（被服・住居）
2.3%

食物学・栄養学関係
5.3%

教育学・保育関係
7.3%

芸術学関係
4.5%

その他
1.2%

無回答
6.0%

興味のある分野(第3位）
N=13947

興味のある分野(第3位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 国際関係 756             5.4              
2 教養・総合科学関係 642             4.6              
3 文学・史学・文化・外国語関係 927             6.6              
4 哲学・宗教学・心理学関係 683             4.9              
5 経済・経営・商学関係 882             6.3              
6 法学関係 386             2.8              
7 社会学・社会福祉学関係 487             3.5              
8 医学・歯学・薬学関係 577             4.1              
9 看護学・リハビリテーション関係 669             4.8              
10 保健・医療関係（8,9以外） 667             4.8              
11 健康・スポーツ・体育学関係 876             6.3              
12 理学・生命科学関係 959             6.9              
13 情報関係 681             4.9              
14 工学・建築関係 610             4.4              
15 農学・獣医学関係 428             3.1              
16 家政学関係（被服・住居） 324             2.3              
17 食物学・栄養学関係 746             5.3              
18 教育学・保育関係 1,021          7.3              
19 芸術学関係 628             4.5              
20 その他 165             1.2              
無回答 833             6.0              
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947       100             
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大いに

興味・関心がある
8.1%

興味・関心がある
16.9%

すこし

興味・関心がある
27.2%

わからない
27.8%

興味・関心はない
19.0%

無回答
1.0%

新大学への興味・関心

N=13947
新大学への興味・関心

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに興味・関心がある 1,133       8.1            
2 興味・関心がある 2,356       16.9         
3 すこし興味・関心がある 3,790       27.2         
4 わからない 3,877       27.8         
5 興味・関心はない 2,656       19.0         
無回答 135          1.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 13,947     100          
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興味・関心の理由(第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 3,924          53.9            
2 県立だから 1,018          14.0            
3 イメージが良さそうだから 362             5.0              
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 511             7.0              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 107             1.5              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 60               0.8              
7 留学したいから 220             3.0              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 21               0.3              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 43               0.6              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 95               1.3              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 54               0.7              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 92               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 87               1.2              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 42               0.6              
15 めざす人材像が良さそうだから 61               0.8              
16 就職に有利そうだから 132             1.8              
17 起業したいから 26               0.4              
18 AO中心の入試だから 37               0.5              
19 留学生がいるから 22               0.3              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 267             3.7              
21 その他 23               0.3              
無回答 75               1.0              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

53.9%

県立だから
14.0%

イメージが良さそうだから
5.0%

学べる内容や
カリキュラムが
良さそうだから

7.0%

SDGｓの17のゴールを
念頭に置いて

学修する大学だから
1.5%

３か月ごとの
完全クォーター制

だから
0.8%

留学したいから
3.0%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に
取り組むことができるから

0.3%

「修得」と「実践」を
繰り返す

カリキュラムだから
0.6%

様々な学問分野の
知識を横断的に学修できるから

1.3%

入学後に専修分野（メジャー）
が選べるから

0.7%

ICT リテラシーや
データサイエンス，
デザイン思考が

学べるから
1.3%

英語での授業履修が
可能になるような
集中プログラムが

あるから
1.2%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
0.6% めざす人材像が

良さそうだから
0.8%

就職に
有利そうだから

1.8%

起業したいから
0.4%

AO中心の
入試だから

0.5%

留学生がいるから
0.3%

広島市の
中心部にあって
通学しやすいから

3.7%

その他
0.3%

無回答
1.0%

興味・関心の理由(第1位）
N=7279
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興味・関心の理由(第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 858             11.8            
2 県立だから 1,910          26.2            
3 イメージが良さそうだから 914             12.6            
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 486             6.7              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 130             1.8              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 144             2.0              
7 留学したいから 315             4.3              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 52               0.7              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 117             1.6              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 209             2.9              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 112             1.5              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 92               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 154             2.1              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 91               1.3              
15 めざす人材像が良さそうだから 168             2.3              
16 就職に有利そうだから 260             3.6              
17 起業したいから 36               0.5              
18 AO中心の入試だから 86               1.2              
19 留学生がいるから 125             1.7              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 846             11.6            
21 その他 17               0.2              
無回答 157             2.2              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

11.8%

県立だから
26.2%

イメージが
良さそうだから

12.6%

学べる内容やカリキュラムが
良さそうだから

6.7%

SDGｓの17のゴールを
念頭に置いて学修する大学だから

1.8%

３か月ごとの
完全クォーター制だから

2.0%
留学したいから

4.3%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に
取り組むことができるから

0.7%

「修得」と「実践」を
繰り返す

カリキュラムだから
1.6%

様々な学問分野の知識を
横断的に学修できるから

2.9%

入学後に専修分野（メジャー）が選べるから
1.5%

ICT リテラシーやデータサイエンス，
デザイン思考が学べるから

1.3%

英語での授業履修が
可能になるような

集中プログラムがあるから
2.1%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
1.3% めざす人材像が

良さそうだから
2.3%

就職に
有利そうだから

3.6% 起業したいから
0.5%

AO中心の
入試だから

1.2%

留学生が
いるから

1.7%

広島市の中心部にあって
通学しやすいから

11.6%

その他
0.2% 無回答

2.2%

興味・関心の理由(第2位）
N=7279
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興味・関心の理由(第3位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される大学だから 514             7.1              
2 県立だから 710             9.8              
3 イメージが良さそうだから 1,466          20.1            
4 学べる内容やカリキュラムが良さそうだから 531             7.3              
5 SDGｓの17のゴールを念頭に置いて学修する大学だから 111             1.5              
6 ３か月ごとの完全クォーター制だから 181             2.5              
7 留学したいから 250             3.4              
8 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組むことができるから 62               0.9              
9 「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラムだから 148             2.0              
10 様々な学問分野の知識を横断的に学修できるから 215             3.0              
11 入学後に専修分野（メジャー）が選べるから 162             2.2              
12 ICT リテラシーやデータサイエンス，デザイン思考が学べるから 93               1.3              
13 英語での授業履修が可能になるような集中プログラムがあるから 176             2.4              
14 ４年次の課題設定・解決研究がおもしろそうだから 141             1.9              
15 めざす人材像が良さそうだから 245             3.4              
16 就職に有利そうだから 414             5.7              
17 起業したいから 56               0.8              
18 AO中心の入試だから 104             1.4              
19 留学生がいるから 188             2.6              
20 広島市の中心部にあって通学しやすいから 1,245          17.1            
21 その他 29               0.4              
無回答 238             3.3              
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,279          100             

新しく設置される
大学だから

7.1%

県立だから
9.8%

イメージが
良さそうだから

20.1%
学べる内容や
カリキュラムが
良さそうだから

7.3%

SDGｓの17の
ゴールを念頭に置いて
学修する大学だから

1.5%

３か月ごとの完全クォーター制だから
2.5%

留学したいから
3.4%

プラットフォームを通じて
実社会での課題解決に
取り組むことができるから

0.9%

「修得」と「実践」を
繰り返すカリキュラムだから

2.0%

様々な学問分野の知識を
横断的に学修できるから

3.0%

入学後に
専修分野（メジャー）が選べるから

2.2%

ICT リテラシーや
データサイエンス，

デザイン思考が学べるから
1.3%

英語での授業履修が
可能になるような

集中プログラムがあるから
2.4%

４年次の課題設定・
解決研究が

おもしろそうだから
1.9%

めざす人材像が
良さそうだから

3.4%

就職に
有利そうだから

5.7%

起業したいから
0.8%

AO中心の
入試だから

1.4%
留学生が
いるから

2.6%

広島市の
中心部にあって
通学しやすいから

17.1% その他
0.4% 無回答

3.3%

興味・関心の理由(第3位）
N=7279
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新大学への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 受験してみたい 427      3.8        
2 受験先として検討したい 1,485   13.3     
3 わからない 5,534   49.6     
4 受験先として考えないと思う 3,106   27.8     
無回答 604      5.4        
N （％ﾍﾞｰｽ） 11,156 100      

受験してみたい
3.8%

受験先として

検討したい
13.3%

わからない
49.6%

受験先として

考えないと思う
27.8%

無回答
5.4%

新大学への受験意向

N=11156

新大学への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 1,184       15.9         
2 入学を検討する 2,520       33.8         
3 わからない 3,457       46.4         
4 入学を希望しない 163          2.2            
無回答 122          1.6            
N （％ﾍﾞｰｽ） 7,446       100          

入学を希望する
15.9%

入学を検討する
33.8%

わからない
46.4%

入学を希望しない
2.2%

無回答
1.6%

新大学への入学意向

N=7446
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【国際教養大学】  

国際教養学部の志願状況や定員充足の状況（過去５年間）  

（出典：国際教養大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】※2019.4.1 現在 ９月入学者数等は含まない  

入試区分  定員  出願者数  志願倍率  合格者数  入学者数  

一般  105 1,461 13.9 190 98 

特別  
45（４月）  334 7.4 59 58 

25（９月）  ―  ―  ―  ―  

合計  175 1,795 10.3 249 156 

 

【平成 30 年度】  

入試区分  定員  出願者数  志願倍率  合格者数  入学者数  

一般  105（４月）  1,264 12.0 234 121 

特別  
45（４月）  311 6.9 61 61 

25（９月）  76 3.0 19 17 

合計  175 1,651 9.4 314 199 

 

【平成 29 年度】  

入試区分  定員  出願者数  志願倍率  合格者数  入学者数  

一般  105（４月）  1,459 13.9 230 107 

特別  
45（４月）  299 6.6 56 55 

25（９月）  86 3.4 27 24 

合計  175 1,844 10.5 313 186 

 

【平成 28 年度】  

入試区分  定員  出願者数  志願倍率  合格者数  入学者数  

一般  105（４月）  1,343 12.8 222 95 

特別  
45（４月）  284 6.3 60 58 

25（９月）  103 4.1 29 24 

合計  175 1,730 9.9 311 177 

 

【平成 27 年度】  

入試区分  定員  出願者数  志願倍率  合格者数  入学者数  

一般  105（４月）  1,362 13 244 110 

特別  
45（４月）  228 5.1 61 60 

25（９月）  68 2.7 26 23 

合計  175 1,658 9.5 331 193 

 

資料７ 



【千葉大学】  

国際教養学部の志願状況や定員充足の状況（直近４年間）  

（出典：千葉大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般(通常型) 75 296 3.9 275 98 85 

一般(特色型) 10 34 3.4 33 11 10 

AO 5 23 4.6 23 5 5 

合計  90 353 3.9 331 114 100 

  

  【平成 30 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

一般(通常型) 75 458 6.1 427 96 83 

一般(特色型) 10 14 1.4 14 10 9 

AO 5 23 4.6 23 6 6 

合計  90 495 5.5 464 112 98 

 

  【平成 29 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

一般(通常型) 75 292 3.9 274 94 76 

一般(特色型) 10 25 2.5 23 12 10 

AO 5 16 3.2 16 4 4 

合計  90 333 3.7 313 110 90 

 

 

  【平成 28 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

一般(通常型) 80 352 4.4 330 92 81 

一般(特色型) 10 17 1.7 17 12 9 

合計  90 369 4.1 347 104 90 

 

 

資料８ 



【慶應義塾大学】  

総合政策学部の志願状況や定員充足の状況  

（出典：慶應義塾大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】※2019.5.1 現在 ９月入学者数等は含まない  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  275 3,600 13.1 3254 385 ―  

AO 100 1,014 10.1 ―  147 ―  

帰国生  若干名  49 ―  ―  18 ―  

留学生  若干名  102 ―  ―  31 ―  

合計  425 4,765 11.2 ―  581 412 

  ※留学生入試の志願者数・合格者数については，平成 30 年９月入学生を含む  

 

【平成 30 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  275 3757 13.7 3423 351 ―  

AO 100   ―   ―  

帰国生  若干名   ―  ―   ―  

留学生  若干名   ―  ―   ―  

合計  425   ―   433 

 

 

資料９ 



【広島大学】  

総合科学部 国際共創学科の志願状況や定員充足の状況  

（出典：広島大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  20 73 3.7 72 24 22 

AO 10（国内）  49 4.9 29 14 12 

（ IGS）  10（国外）  8 0.8 6 5 5 

留学生  
若干名（国内） 1 ―  1 1 1 

若干名（国外） 6 ―  5 2 2 

合計  40 137 3.4 113 46 42 

 

【平成 30 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  20 87 4.4 84 21 21 

AO 
10（国内） 53 5.3 30 19 18 

10（国外） 11 1.1 9 4 4 

帰国生  若干名  2 ―  2 1 1 

留学生  若干名  1 ―  1 0 0 

合計  40 154 3.9 126 45 44 
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【九州大学】  

共創学部の志願状況や定員充足の状況  

（出典：九州大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  65 210 3.2 195 69 67 

AO 20 145 7.3 72 21 21 

推薦  10 46 4.6 25 13 13 

帰国子女  若干名  1 ―  0 0 0 

留学生  若干名  10 ―  8 5 5 

合計  105 412 3.9 300 108 106 

 

【平成 30 年度】   

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数 入学者数  

一般  65 204 3.1 193 69 65 

AO 20 208 10.4 72 22 22 

推薦  10 45 4.5 35 13 13 

帰国子女  若干名  2 ―  2 1 1 

留学生  若干名  10 ―  9 3 3 

合計  105 469 4.5 311 108 104 
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学生確保の見通し等を記載した書類  資料 12 

 

 

次のとおり資料を引用したものであり，出典及び引用範囲を示すことにより，資料添付に代

える。 

 

 

１ （書類等の題名） 

  学生確保の見通し等を記載した書類 資料 12 

 

２ （出典） 

  Guideline 6 月号 （河合塾） 

 

３ （引用範囲） 

  特集 2019 年度入試を振り返る（2 ページから 3 ページ） 

 

掲載ホームページ URL（河合塾） 

Guideline（ガイドライン）-2019 年度バックナンバー 

https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/2019.html 

Guideline６月号 

https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/19/06/toku.pdf 

 

４ （その他の説明） 

  最初のページの右上に資料番号を記載した（資料 12）。 
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【県立広島大学】  

県立広島大学の志願状況や定員充足の状況（過去５年間）  

（出典：県立広島大学のウェブサイトより）  

 

【平成 31 年度】  

学部名  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

人間文化  120 434 3.6 296 138 129 

経営情報  100 607 6.1 422 117 106 

生命環境  165 981 5.9 648 224 173 

保健福祉  190 759 4.0 541 203 194 

合計  575 2,781 4.8 1,907 682 602 

 

【平成 30 年度】  

学部名  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

人間文化  120 517 4.3 350 139 129 

経営情報  100 646 6.5 418 125 110 

生命環境  165 1,047 6.3 726 214 167 

保健福祉  190 729 3.8 544 200 192 

合計  575 2,939 5.1 2,038 678 598 

 

【平成 29 年度】  

学部名  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

人間文化  120 601 5.0 399 141 128 

経営情報  100 558 5.6 382 129 117 

生命環境  165 790 4.8 468 221 168 

保健福祉  190 871 4.6 625 203 199 

合計  575 2,820 4.9 1,874 694 612 

 

【平成 28 年度】  

学部名  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

人間文化  120 519 4.3 337 134 122 

経営情報  100 533 5.3 364 129 111 

生命環境  165 1,402 8.5 829 241 175 

保健福祉  190 774 4.1 582 200 194 

合計  575 3,228 5.6 2,112 704 602 
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【平成 27 年度】  

入試区分  募集人員  志願者数  志願倍率  受験者数  合格者数  入学者数  

人間文化  120 560 4.7 380 147 131 

経営情報  100 569 5.7 383 125 115 

生命環境  165 1,261 7.6 799 246 171 

保健福祉  195 939 4.8 700 208 197 

合計  580 3,329 5.7 2,262 726 614 

 

 



 

1 

留学生に係るニーズ調査について 

 

１ 目的 

新大学の設置にあたり，留学生選抜の 20 人の枠に対し，十分なニーズがあ

るかを，海外姉妹校等に通う生徒を対象に，アンケート調査を行った。 

 

２ 対象とした学校 

広島県内公立高校の海外姉妹校 63 校 

国内のインターナショナルスクール 24 校 

日本語学校 26 校 

 

３ 調査時期 

令和元年８月 22 日～９月 22 日 

 

４ 調査方法 

オンラインによるアンケート調査 

 

５ アンケート内容 

別紙のとおり 

 

６ 回答数 

広島県内公立高校の海外姉妹校 272 人 

国内のインターナショナルスクール 10 人 

日本語学校 31 人 
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７ 調査結果 

⑴【単純集計】 

① 高校卒業後の進路について 

大学進学 短期大学進学 専門学校進学 就職 その他 

247 17 14 15 20 

(78.9%) (5.4%) (4.5%) (4.8%) (6.4%) 

② 新大学への興味・関心について 

大いに興味・ 

関心がある 
興味・関心がある 

少し興味・ 

関心がある 
わからない 興味・関心はない 

54 110 73 38 23 

(17.3%) (35.1%) (23.3%) (12.1%) (7.3%) 

③ 新大学への受験意向について 

受験してみたい 検討したい わからない 考えないと思う 無回答 

64 133 57 21 38 

(20.4%) (42.5%) (18.2%) (6.7%) (12.1%) 

④ 新大学への入学意向について 

入学を希望する 検討する わからない 希望しない 無回答 

96 114 42 2 59 

(30.7%) (36.4%) (13.4%) (0.6%) (18.8%) 

 
⑵ クロス集計 

  

受験意向 

合計 受験して 

みたい 
検討したい わからない 

考えて 

いない 
無回答 

入
学
意
向 

入学を希望する 45 47 4 0 0 96 

検討する 17 78 19 0 0 114 

わからない 2 8 32 0 0 42 

希望しない 0 0 2 0 0 2 

無回答 0 0 0 21 38 59 

合計 64 133 57 21 38 313 

 

８ 結論 

有効回答者総数 313 名のうち，新大学を「受験してみたい」と回答し，かつ，

合格した場合「入学を希望する」と回答した者が 45 名いたことから，定員 20

名の枠に対し，十分な受験者数を確保することができることが見込まれる。 



Conceptual Paper for Introducing 

The Newly Opening Public University in Hiroshima 

*Please note the below descriptions for the new university are subject to change during the course of 

governmental approval. 

 

Introduction 
The historical iconic place of Hiroshima will be opening a brand new university in 2021. 

The new university will actualize revolutionary higher education for students to acquire essential 

knowledge and abilities for 

resolving social issues in global 

diverse society under a curriculum 

with practical activities such as 

Project Based Learning in 

collaboration with number of private 

companies, local governments and 

international organizations, etc. 

It will be the first public university 

in Japan to encourage and incubate 

students to acquire an innovative 

mindset with the purpose of having 

them break through the standard 

levels of social and business skills. 

 

Our vision 
As a “community-based university”, the university aspires to advance its civic engagement, with local 

community initiatives designed to retain students and staff and stimulate investment in the region. 

Community initiatives will be strengthened through active involvement and support of the prefectural 

government under powerful leadership by the governor. 

 

Benefits for International Students 
We welcome international students from all over the world. 

The University can offer unique benefits: 

 Courses in English - Most of the subjects will be taught in English so that international students 

can graduate without learning Japanese. 

 Magnificent Experience - Overseas students will have opportunities to take practical learning 

activities with various local and international organizations based in Hiroshima. 

 Flexible Study Plans – Students can design a flexible study plans selecting subjects based on 

their study period under quarterly student calendar system. 

テキストボックス
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 Peace and Partnership - Overseas students will be trained to acquire fundamental logical skills 

to build "Peace" and "Partnership" in international peace city, "HIROSHIMA". 

 Privacy - Our 15-story campus building has dormitory with private rooms to accommodate over 

100 students and is located in the center of Hiroshima. 

 Convenient Location - Our campus is located in the center of Hiroshima city and you will be able 

to easily access to various transportation, institutions, shops, attractions and activities offered 

daily. 

 Choice of Stay - We will also provide international students not only comfortable on-campus 

dormitories, but also homestay opportunities. 

 

Basic Information (All items below are subject to change) 

There are several private, public and governmental scholarship programs available for candidate 

students and it may help to reduce the total cost for your study at our new university in Hiroshima. 

 

Contact 
New University Establishment Preparatory Office, 

11th Floor, Hiroshima Mid-town Building, 1-1-17, Kamiyacho, Naka-ku, Hiroshima, JAPAN 

Tel: +81-(0)82-544-2225 

E-mail: puh_new_office@pu-hiroshima.ac.jp 

Opening April, 2021 

Enrollment 

 Twice (April and September) per year 

 Student with N1 qualification may enter in April. 

 English speakers without Japanese language skill may 

enter in September. 

 100 students per year, including 20 foreign students 

Location 

Center of Hiroshima City 

(Approximately 10 (ten) 

minutes of walking distance 

from Shinkansen (Bullet Train) 

Station.) 

 

Faculty and Department 
Faculty of Social System Design, 

Department of Social System Design 

Degree Bachelor of Arts and Science (4 years course) 

Expenses 

Enrollment fee ¥394,800 per enrollment 

Tuition ¥535,800 per year 

Dormitory or Monthly charge is not yet confirmed 

Homestay ¥40,000 per month including meal 

Optional Program admission fee, etc. 

mailto:puh_new_office@pu-hiroshima.ac.jp
テキストボックス
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Questionnaire for Establishment of a New University 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Q1. Please indicate your gender 

1 Male 

2 Female 

3 Other 

4 Unanswerable 

 

 

 

Q2. Please indicate your home (by area) 

1 North America 

2 South America 

3 Asia 

4 Middle East 

5 Europe 

6 Africa 

7 Oceania 

8 Other 

 

Q3. Please choose one of the following options about your next step after graduating 
from high school. 

1 Domestic (Japanese) University 

2 Overseas University 

3 Junior college 

4 Technical college 

5 Employment 

  6 Other (Specify:           ) 

 

Q4. Which area are you interested in, at your field of choice. Please select three items 
with your priority from below. 

1  International Relations 

2  Liberal Arts / Integrated Science 

3  Literature / Historical Science / Culture / 

Foreign Language 

4  Philosophy / Religion / Psychology  

5  Economy / Business / Commerce 

6  Law 

7  Social / Social welfare 

8  Medical / Dentistry / Pharmaceutics 

9  Nursing / Rehabilitation 

10 Medical Treatment (except 8 and 9) 

11 Health / Sports / Physical Education 

12 Science / Life Science 

13 Information Technology 

14 Engineering / Architecture 

15 Agriculture / Veterinary 

16 Home Economics 

17 Food Science / Nutrition 

18 Education / Childcare 

19 Art 

20 Others (Specify:                    ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・We are planning to establish a new public university (herein after referred to as The New University) 

with a Department of Social Design under a Faculty of Social Design (provisional titles), which 
opens in April, 2021. 

 

・This questionnaire is targeting the international students in order to collect information on their 

future learning possibilities including study in Japan at the newly opening public university in 
historical iconic city of Hiroshima. Your cooperation in this regard is highly appreciated. 

   

・The results from this questionnaire will be strictly and only utilized for statistical purposes. 

 

・Please put the number of your choice directly into the box on right side of each question. 

If you chose 1～4, proceed to next questions. 

If you chose 5 or 6, proceed to Q11. 

First 

Second 

Third 
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Q5. How would you be interested in The New University? 

1 Greatly interested 

2  Interested 

3 A little bit interested 

4 No idea 

5 Not interested 

 

Q6. Would you like to take an examination to enter The New University? 

1 Yes 

2 Considerable 

3 No idea 

4 Maybe not 

 

 

Q7. If you pass the exam, would you actually like to enroll? 

1 Yes 

2 Considerable 

3 No idea 

4 No 

 

Q8. Would you like to reside in the on-campus dormitory? 

  1  Yes 

  2  No 

 

Q9. How long would you like to stay in the dormitory? 

  1  One year 

  2  Two years 

  3  Three years 

  4  Four years 

 

Q10. Which choice other than dormitory would you prefer? 

  1  Apartment 

  2  Homestay 

  3  Other (Specify:                           ) 

 

Q11. It will be highly appreciated if you could give us a comment regarding the concept 
of our new university. 

 

 

 

 

◆Thank you for your cooperation. 

 Please answer to the following questions reading the “Conceptual Paper for Introducing 

the Newly Opening Public University in Hiroshima”. 

If you chose 1～3, proceed to next questions. 

If you chose 4 or 5, proceed to Q11. 

If you chose 1～3, proceed to nest questions. 

If you chose 4, proceed to Q11. 

テキストボックス
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内閣府ホーム > 内閣府の政策 > 科学技術政策 > Society 5.0 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会
（Society）

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５期科学
技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱されました。

これまでの情報社会（Society 4.0）では知識や情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であるという問題がありました。人が行う能力に限界がある
ため、あふれる情報から必要な情報を見つけて分析する作業が負担であったり、年齢や障害などによる労働や行動範囲に制約がありました。また、少子高齢
化や地方の過疎化などの課題に対して様々な制約があり、十分に対応することが困難でした。

Society 5.0で実現する社会は、IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出
すことで、これらの課題や困難を克服します。また、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時に提供されるようになり、ロボットや自動走行車などの

検索検索の使い方

Society 5.0

Society 5.0とは

Society 5.0で実現する社会
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技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題が克服されます。社会の変革（イノベーション）を通じて、これまでの閉塞感を打破し、希望の
持てる社会、世代を超えて互いに尊重し合あえる社会、一人一人が快適で活躍できる社会となります。

Society 5.0は、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより実現します。これまでの情報社会（Society 
4.0）では、人がサイバー空間に存在するクラウドサービス（データベース）にインターネットを経由してアクセスして、情報やデータを入手し、分析を
行ってきました。

Society 5.0では、フィジカル空間のセンサーからの膨大な情報がサイバー空間に集積されます。サイバー空間では、このビッグデータを人工知能（AI）が
解析し、その解析結果がフィジカル空間の人間に様々な形でフィードバックされます。今までの情報社会では、人間が情報を解析することで価値が生まれて
きました。Society 5.0では、膨大なビッグデータを人間の能力を超えたAIが解析し、その結果がロボットなどを通して人間にフィードバックされること
で、これまでには出来なかった新たな価値が産業や社会にもたらされることになります。

我が国そして世界を取り巻く環境は大きな変革期にあるといえます。経済発展が進む中、人々の生活は便利で豊かになり、エネルギーや食料の需要が増加
し、寿命の延伸が達成され、高齢化が進んでいます。また、経済のグローバル化が進み、国際的な競争も激化し、富の集中や地域間の不平等といった面も生
じてきています。これら経済発展に相反（トレードオフ）して解決すべき社会的課題は複雑化してきており、温室効果ガス（GHG）排出の削減、食料の増産
やロスの削減、高齢化などに伴う社会コストの抑制、持続可能な産業化の推進、富の再配分や地域間の格差是正といった対策が必要になってきています。し
かしながら、現在の社会システムでは経済発展と社会的課題の解決を両立することは困難な状況になってきています。

このように世界が大きく変化する一方で、IoT、ロボット、人工知能（AI)、ビッグデータといった社会の在り方に影響を及ぼす新たな技術の進展が進んでき
ており、我が国は、課題先進国として、これら先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決を両立していく新たな社会であ
るSociety 5.0の実現を目指しています。

Society 5.0のしくみ

経済発展と社会的課題の解決を両立するSociety 5.0へ
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イノベーションで創出される新たな価値により、地域、年齢、性別、言語等による格差がなくなり、個々の多様なニーズ、潜在的なニーズに対して、きめ細
かな対応が可能となります。モノやサービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供されるとともに、社会システム全体が最適化され、経済発展と社
会的課題の解決を両立していける社会となります。その実現には様々な困難を伴いますが、我が国はこの克服に果敢にチャレンジし、課題先進国として世界
に先駆けて模範となる未来社会を示していこうとしています。

リンク先で、各分野における新たな価値の事例を紹介します。

交通 / 医療・介護 / ものづくり / 農業 / 食品 / 防災 / エネルギー

これまでの社会では、経済や組織といったシステムが優先され、個々の能力などに応じて個人が受けるモノやサービスに格差が生じている面がありました。
Society 5.0では、ビッグデータを踏まえたAIやロボットが今まで人間が行っていた作業や調整を代行・支援するため、日々の煩雑で不得手な作業などから
解放され、誰もが快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることができるようになります。

これは一人一人の人間が中心となる社会であり、決してAIやロボットに支配され、監視されるような未来ではありません。また、我が国のみならず世界の
様々な課題の解決にも通じるもので、国連の「持続可能な開発目標」(Sustainable Development Goals：SDGs)の達成にも通じるものです。

我が国は、先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、イノベーションから新たな価値が創造されることにより、誰もが快適で活力に満ちた質の高い生
活を送ることのできる人間中心の社会「Society 5.0」を世界に先駆けて実現していきます。

新たな価値で経済発展と社会的課題の解決を両立

各分野における新たな価値の事例

Society 5.0による人間中心の社会
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関連リンク

Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」説明資料  1（PDF形式：435KB） 2（PDF形式：1300KB） 印刷版（PDF形式：
1719KB）

Society（ソサエティ）5.0（政府広報ページ）

アベノミクス　成長戦略 －最近の動き－（首相官邸ページ）

このページの先頭へ

ウェブアクセシビリティ サイトマップ

〒100-8914　東京都千代田区永田町1-6-1
電話番号　03-5253-2111（大代表）

内閣府法人番号 2000012010019
© Cabinet Office, Government of Japan
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学生確保の見通し等を記載した書類  資料 17 

 

 

次のとおり資料を引用したものであり，出典及び引用範囲を示すことにより，資料添付に代

える。 

 

１ （書類等の題名） 

  学生確保の見通し等を記載した書類 資料 17 

 

２ （出典） 

 ・ 中間とりまとめと共同提言  採用と大学教育の未来に関する産学協議会 

 

３ （引用範囲） 

 ・ 中間とりまとめと共同提言  1～18 ページ 

 

   掲載ホームページ URL  （一般社団法人日本経済団体連合会） 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/037.html 

   中間とりまとめと共同提言 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/037_honbun.pdf 

 

４ （その他の説明） 

  最初のページの右上に資料番号を記載した（資料 17）。 

 

 

 



県内企業関係者の意見聴取の状況 

 

（１）県内企業のヒアリング調査（H27） 

調査概要 

調査方法：訪問又は書面によるヒアリング調査 

調査期間：平成 27年 10月～11月 

調査対象：グローバルに展開する県内企業等 20社の人事責任者 

調査結果 
【問】育成する人材像について  【回答】賛同できる：14社，賛同できない：0社，ど

ちらともいえない：6社 

主な意見 

・グローバルな視点やタフさを身に付けるため，新興国で体験活動させることは良い。 

・実践教育により，社会人としての能力を一定程度修得しておくことは，企業としても助

かる。 

・広島を拠点に働きながらも，グローバルな視点で考えることができる人材が必要。 

・特定業種に偏らない，幅広い業種への就職が可能となる人材を育成してほしい。 

 

（２）広島県高等教育機能強化検討委員会における企業関係者の意見（H28～29 年度） 

会
議
概
要 

開催時期：平成 28年度に２回，平成 29年度に４回開催 

構 成 員：学識経験者のほか，企業関係者，初等中等教育関係者などで構成 

主

な

意

見 

・今後，社会全体の価値観が大きく変わる中，必要とされる知識やスキルは変わるため，課題設

定・問題解決能力を修得させるべき。 

・英語を重視し，ＩＣＴリテラシーを持ったグローバルな経営人材を育成することは，企業にと

ってプラス。 

・ＩＣＴに関しては，ＩＣＴをどう使って生産性や効率をアップさせるかなど，全体をコーディ

ネートする能力を重視している。さらには，全体を俯瞰して現場の課題を把握し，ＩＣＴを活

用して課題解決のために必要な情報を引っ張って来られる人材が必要。 

・企業が大学と連携する際に重視するメリットは採用面。ＰＢＬなどで早くから学生との接点を

多く持てるのであれば，学生の質が担保され，採用面でメリットがある。 
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（３）県内企業へのアンケート調査（H30） 

調
査
概
要 

調査方法：訪問又はメールによるアンケート調査 

調査期間：平成 30年 10月～11月 

調査対象：県内企業 172社 うち 100社から回答（回収率 58.1％） 

調

査

結

果 

【問１】新たな教育モデルの内容について 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】育成を目指す人材像についてのニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】新たな教育モデルへの協力について 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】協力を検討できる取組内容について 

・課題解決演習への協力 52社 

・体験実践活動（インターンシップ等）の受入 55社 

・社員の派遣（実務家教員） 12社 

・社員の派遣（講演講師） 44社 

・短期インターンシップ（単位なし）の受入 57社 

・キャリア・アドバイザリー・ボードへの参加 22社 

 など 

主

な

意

見 

・ 今後の社会経済環境において，少子化による人口減少に伴う外国人労働者の受入や，経済のグローバル

化による人材育成は避けて通れない課題であり，「新たな教育モデル」に賛同する。 

・ 先行き不透明感が増し，激変するビジネス環境の下，刻々と変化するお客様ニーズ，ビジネスに対応す

るため，正解のない状況下で，自分で考え，行動していける人材の必要性はますます高まっている。 

・ 言われたことだけをこなすのではなく，自発的に問題を発見し，問題解決に向けて多くの人を巻き込み

ながら対応できる人材が必要である。 

・ 時代，社会の流れが加速する中で，産学官が連携して幅広い人間教育を進めていく必要がある。 

・ 生産年齢人口が減少していく中，企業は生産性を高めていかなければならない。その際ICT技術の活用

は避けては通れないため，この分野を担う若者を育成していくことは，地域企業の生き残り，ひいては地

域の活性化にとって死活的に大切なことだと考える。 

・ 大学進学時の転出超過の現状は，将来を担う若い力が県外に流出していることから，大変残念に思って

いる。新たな教育モデルの構築は，こうした転出状況を改善し，将来性のある若い人材が地場企業へ集ま

る取組として期待している。 

・ 企業が社会の変化に対応し，成長し続けていくためには多様な価値観や個性をぶつけ合い，そこから生

まれる新たな気づきからイノベーションが生まれると考えている。 

・ 中小企業のものづくりの楽しさを学生さんたちに伝え，理解を広げたい。 

・ 地域社会に貢献できる人材育成のために，大学と連携して何かしら学生への支援ができないかと検討し

ていたところ。中小企業であるため，大手企業のような大きな金銭的支援や多人数での人的支援は厳しい

が，連携できる要素があれば最大限の協力をしたい。 

・ 高等教育機関としての役割を，徹底した実践的教育の場として産業界と連携する方針に賛同する。今ま

での大学が「学生に教えたいこと」と，企業が「学生に身に付けて欲しいこと」の乖離を埋め，県立大学

がこれからの社会に求められる人材の育成の場となることを期待する。 

・ 地域社会の課題に興味を持つ学生と，課題研究やその成果の実務への落とし込みを，弊社社員と協働で

反復して行う取り組みを，対象者や期間に限ることなく（毎回違う学生でも構わない），数年にわたって

継続的に実施したい。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島県立新大学（仮称）の卒業生に対する 
企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年９月 
 

一般財団法人 日本開発構想研究所 
  

テキストボックス
資料19



広島県立新大学（仮称）の卒業生に対する 
企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 

 
１．調査概要 
（1） 調査目的 

2021年 4月に予定している広島県立の新大学の開設に向け、卒業生の就職が見込まれる
企業等の採用担当者にアンケートを実施し、広島県立新大学ソーシャルデザイン学部ソー

シャルデザイン学科（仮称）（以下、広島県立新大学とする。）の卒業生に対する企業等の

採用意向を把握することを目的とする。 
 
（2） 調査対象 
広島県立新大学（仮称）の卒業生の就職が見込まれる広島県内に所在するものを中心と

した企業等 2,000社の採用担当者にアンケートを実施し、587件の有効回答があった。 
 
（3） 調査方法 
広島県立新大学（仮称）の卒業生の就職が見込まれる企業等 2,000 社の採用担当者にア
ンケート用紙及び広島県立新大学（仮称）の概要を示したリーフレットを送付し、アンケ

ートを実施した。回答については、日本開発構想研究所へ企業等から直接郵送。 
集計結果より、広島県立新大学（仮称）の卒業生に対する採用意向を分析した。 

 
（4） 調査実施期間 
令和元年 7月～令和元年 9月 

 
（5） 有効回収率等 
配布数 ：2,000社 
有効回答数：587件 
有効回収率：29.35% 

 
※広島県立新大学にて設置を構想しているソーシャルデザイン学部ソーシャルデザイン学

科は仮称であるが、その旨の表示を本文中では省略した。 
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２．調査結果 
（1）事業所の種別について 
事業所の種別について調査した結果、回答のあった企業等 587件のうち、「本社」が 489
件（83.3%）と最も多く、次いで「支社」52 件（8.9%）、「単独事業所」31 件（5.3%）、
「その他」12件（2.0%）の順になっている。 ※「無回答」3件（0.5%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本社
83.3%

支社
8.9%

単独事業所
5.3%

その他
2.0% 無回答

0.5%

事業所の種別

N＝587事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 489          83.3         

2 支社 52             8.9            

3 単独事業所 31             5.3            

4 その他 12             2.0            

無回答 3               0.5            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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（2）事業所の所在地について 
事業所の所在地について調査した結果、回答のあった企業等587件のうち、「広島県（広
島市内）」が 254 件（43.3%）と最も多く、次いで「広島県（広島市外）」244 件（41.6%）、
「東京都」13 件（2.2%）、「その他」10 件（1.7%）、「大阪府」7 件（1.2%）、「岡山県」1
件（0.2%）の順になっている。 ※「無回答」58件（9.9%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

広島県（広島市内）
43.3%

広島県（広島市外）
41.6%

岡山県
0.2%

大阪府
1.2%

東京都
2.2%

その他
1.7%

無回答
9.9%

事業所の所在地

N=587
事業所の所在地

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 広島県（広島市内） 254          43.3         

2 広島県（広島市外） 244          41.6         

3 岡山県 1               0.2            

4 大阪府 7               1.2            

5 東京都 13             2.2            

6 その他 10             1.7            

無回答 58             9.9            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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（3）事業所の業種について
事業所の業種について調査した結果、回答のあった企業等 587件のうち、10件以上の回
答を得られたものを挙げると、「製造業」が 173 件（29.5%）と最も多く、次いで「卸売
業・小売業」111件（18.9%）、「医療・福祉」61件（10.4%）、「建設業」60件（10.2%）、
「運輸業・郵便業」33 件（5.6%）、「サービス業（他に分類されないもの）」24 件（4.1%）、
「情報通信業」20 件（3.4%）、「金融業・保険業」19 件（3.2%）、「その他」17 件（2.9%）、
「不動産業・物品賃貸業」13 件（2.2%）、「学術研究・専門技術サービス業」11 件（1.9%）
の順になっている。 ※「無回答」4件（0.7%） 

 

農業・林業
0.7%

鉱業・採石業・砂利採取業
0.0%

製造業
29.5%

情報通信業
3.4%

卸売業・小売業
18.9%

不動産業・物品賃貸業
2.2%

宿泊業・飲食サービス業
1.4%

教育・学習支援業
1.5%

複合サービス業
0.5%

公務（他に分類されるものを除く）
0.2%

漁業
0.0%

建設業
10.2%

電気・ガス・熱供給・水道業
1.5%

運輸業・郵便業
5.6%

金融業・保険業
3.2%

学術研究・

専門技術サービス業
1.9%

生活関連サービス業

・娯楽業
1.2%

医療・福祉
10.4%

サービス業（他に分類されないもの）
4.1% その他

2.9% 無回答
0.7%

事業所の業種

N=587

事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 4   0.7  

2 鉱業・採石業・砂利採取業 0   0.0  

3 製造業 173  29.5  

4 情報通信業 20  3.4  

5 卸売業・小売業 111  18.9  

6 不動産業・物品賃貸業 13  2.2  

7 宿泊業・飲食サービス業 8   1.4  

8 教育・学習支援業 9   1.5  

9 複合サービス業 3   0.5  

10 公務（他に分類されるものを除く） 1   0.2  

11 漁業 0   0.0  

12 建設業 60  10.2  

13 電気・ガス・熱供給・水道業 9   1.5  

14 運輸業・郵便業 33  5.6  

15 金融業・保険業 19  3.2  

16 学術研究・専門技術サービス業 11  1.9  

17 生活関連サービス業・娯楽業 7   1.2  

18 医療・福祉 61  10.4  

19 サービス業（他に分類されないもの） 24  4.1  

20 その他 17  2.9  

無回答 4   0.7  

N （％ﾍﾞｰｽ） 587  100   
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（4）昨年度の採用人数について 
昨年度の採用人数について調査した結果、回答のあった企業等 587件のうち、「1~4名」

227 件（38.7%）と最も多く、次いで「採用していない」が 119 件（20.3%）、「5～9 名」
91 件（15.5%）、「20 名以上」80 件（13.6%）、「10～19 名」68 件（11.6%）の順になって
いる。 ※「無回答」2件（0.3%） 
 
 
 
 
 
 
  

昨年度の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1～4名 227          38.7         

2 5～9名 91             15.5         

3 10～19名 68             11.6         

4 20名以上 80             13.6         

5 採用していない 119          20.3         

無回答 2               0.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          

1～4名
38.7%

5～9名
15.5%

10～19名
11.6%

20名以上
13.6%

採用していない
20.3%

無回答
0.3%

昨年度の採用人数

N=587
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（5）今後の採用方針について 
今後の採用方針について調査した結果、「毎年、安定的に採用していくと思う」が270件
（46.0%）と最も多く、次いで「できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う」173
件（29.5%）、「毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していきたいと思う」85 件
（14.5%）、「増員が必要になった場合に、採用を考える」26 件（4.4%）、「欠員が出た場合
に、採用を考える」24件（4.1%）、「当面、採用は行わないと思う」9件（1.5%）の順にな
っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

毎年、安定的に採用していくと思う
46.0%

できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う
29.5%

毎年ではないが、

ある程度は安定的に

採用していきたいと思う
14.5%

増員が必要になった場合に、

採用を考える
4.4%

欠員が出た場合に、

採用を考える
4.1%

当面、採用は行わないと思う
1.5% 無回答

0.0%

今後の採用方針

N=587

今後の採用方針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採用していくと思う 270             46.0            

2 できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う 173             29.5            

3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していきたいと思う 85               14.5            

4 増員が必要になった場合に、採用を考える 26               4.4              

5 欠員が出た場合に、採用を考える 24               4.1              

6 当面、採用は行わないと思う 9                  1.5              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             
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（6）人材採用における最終学歴について 
6-1 人材採用における最終学歴（第 1位）について 
人材採用における最終学歴（第 1 位）について調査した結果、回答のあった企業 587 件
のうち、「４年制大学」が 456 件（77.7%）と最も多く、次いで「その他」59 件（10.1%）、
「専門学校」37 件（6.3%）、「大学院」23 件（3.9%）、「短期大学」9 件（1.5%）の順にな
っている。 ※「無回答」3件（0.5%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-2 人材採用における最終学歴（第 2位）について 
人材採用における最終学歴（第 2 位）について調査した結果、回答のあった企業 587 件
のうち、「専門学校」が 187件（31.9%）と最も多く、次いで「大学院」137件（23.3%）、
「その他」87件（14.8%）、「短期大学」86件（14.7%）、「４年制大学」62件（10.6%）の
順になっている。 ※「無回答」28件（4.8%） 
 
 
 
 
 
 
  

大学院
3.9%

４年制大学
77.7%

短期大学
1.5%

専門学校
6.3%

その他
10.1%

無回答
0.5%

人材採用における最終学歴（第1位）

N=587

人材採用における最終学歴（第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学院 23             3.9            

2 ４年制大学 456          77.7         

3 短期大学 9               1.5            

4 専門学校 37             6.3            

5 その他 59             10.1         

無回答 3               0.5            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          

大学院
23.3%

４年制大学
10.6%

短期大学
14.7%

専門学校
31.9%

その他
14.8%

無回答
4.8%

人材採用における最終学歴（第2位）

N=587

人材採用における最終学歴（第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学院 137          23.3         

2 ４年制大学 62             10.6         

3 短期大学 86             14.7         

4 専門学校 187          31.9         

5 その他 87             14.8         

無回答 28             4.8            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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（7）社会的必要性について 
広島県立新大学で育成をめざす人材の社会的必要性について調査した結果、「社会的必

要性が高いと思う」が 270 件（46.0%）と最も多く、次いで「一応、社会的必要性がある
と思う」206 件（35.1%）、「わからない」74 件（12.6%）、「あまり必要性はないと思う」
25件（4.3%）、「必要性はないと思う」8件（1.4%）、「その他」2件（0.3%）の順になって
いる。 ※「無回答」2件（0.3%） 
なお、広島県立新大学で育成をめざす人材の社会的必要性について、「社会的必要性が

高いと思う」、「一応、社会的必要性があると思う」の肯定的な回答を合算すると、476 件
（81.1%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が高いと思う 270             46.0            

2 一応、社会的必要性があると思う 206             35.1            

3 あまり必要性はないと思う 25               4.3              

4 必要性はないと思う 8                  1.4              

5 わからない 74               12.6            

6 その他 2                  0.3              

無回答 2                  0.3              

N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

社会的必要性が高いと思う
46.0%

一応、社会的必要性があると思う
35.1%

あまり必要性はないと思う
4.3%

必要性はないと思う
1.4%

わからない
12.6% その他

0.3% 無回答
0.3%

社会的必要性

N=587
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（8）興味のある特徴・事柄について 
8-1 興味のある特徴・事柄（第 1位） 
広島県立新大学の「興味のある特徴・事柄（第 1 位）」について調査した結果、「学ぶ内
容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム」が 152件（25.9%）と最も多く、次い
で「新しく設置される県立大学である点」112 件（19.1%）、「３か月ごとのクォ―ター制
を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点」94 件（16.0％）、「プラットフォーム
を通じて実社会での課題解決に取り組ませる点」76 件（12.9％）、「SDGs の 17 のゴール
を念頭に置いている点」35 件（6.0％）、「様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点」
26 件（4.4%）、「ICT リテラシーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点」25
件（4.3%）、「英語での授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点」25 件
（4.3%）、「めざす人材像」22 件（3.7%）、「その他」6 件（1.0％）の順になっている。 
※「無回答」14件（2.4%） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新しく設置される県立大学である点
19.1%

学ぶ内容や、

「修得」と「実践」を

繰り返すカリキュラム
25.9%

SDGsの17のゴールを念頭に置いている点
6.0%３か月ごとのクォ―ター制を採用し、

企業等へのインターンシップをさせる点
16.0%

プラットフォームを通じて

実社会での課題解決に

取り組ませる点
12.9%

様々な学問分野の知識を

横断的に学修させる点
4.4%

ICTリテラシーやデータサイエンス、

デザイン思考を学修させる点
4.3%

英語での授業履修が

可能な程度の英語運用能力を

身につけさせる点
4.3%

めざす人材像
3.7%

その他
1.0%

無回答
2.4%

興味のある特徴・事柄（第1位）

N=587

興味のある特徴・事柄（第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される県立大学である点 112             19.1            

2 学ぶ内容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム 152             25.9            

3 SDGsの17のゴールを念頭に置いている点 35               6.0              

4 ３か月ごとのクォ―ター制を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点 94               16.0            

5 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組ませる点 76               12.9            

6 様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点 26               4.4              

7 ICTリテラシーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点 25               4.3              

8 英語での授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点 25               4.3              

9 めざす人材像 22               3.7              

10 その他 6                  1.0              

無回答 14               2.4              

N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

 
9



8-2 興味のある特徴・事柄（第 2位） 
広島県立新大学の「興味のある特徴・事柄（第 2 位）」について調査した結果、「プラッ
トフォームを通じて実社会での課題解決に取り組ませる点」が 99件（16.9％）と最も多く、
次いで「学ぶ内容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム」96 件（16.4%）、「３
か月ごとのクォ―ター制を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点」94 件
（16.0%）、「様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点」74 件（12.6％）、「英語での
授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点」64 件（10.9%）、「ICT リテラ
シーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点」43件（7.3%）、「新しく設置され
る県立大学である点」31 件（5.3%）、「めざす人材像」28 件（4.8％）、「SDGs の 17 のゴ
ールを念頭に置いている点」25 件（4.3％）の順になっている。 ※「無回答」33 件
（5.6％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味のある特徴・事柄（第2位） (SA)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される県立大学である点 31               5.3              

2 学ぶ内容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム 96               16.4            

3 SDGsの17のゴールを念頭に置いている点 25               4.3              

4 ３か月ごとのクォ―ター制を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点 94               16.0            

5 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組ませる点 99               16.9            

6 様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点 74               12.6            

7 ICTリテラシーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点 43               7.3              

8 英語での授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点 64               10.9            

9 めざす人材像 28               4.8              

10 その他 0                  0.0              

無回答 33               5.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

新しく設置される県立大学である点
5.3%

学ぶ内容や、

「修得」と「実践」を

繰り返すカリキュラム
16.4%

SDGsの17のゴールを

念頭に置いている点
4.3%

３か月ごとの

クォ―ター制を採用し、

企業等へのインターンシップを
させる点

16.0%

プラットフォームを通じて

実社会での課題解決に取り組ませる点
16.9%

様々な学問分野の知識を

横断的に学修させる点
12.6%

ICTリテラシーやデータサイエンス、

デザイン思考を学修させる点
7.3%

英語での授業履修が

可能な程度の英語運用能力を

身につけさせる点
10.9%

めざす人材像
4.8%

その他
0.0%

無回答
5.6%

興味のある特徴・事柄（第2位）

N=587
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（9）卒業生の採用意向について 
広島県立新大学の卒業生の採用意向について調査した結果、「採用を検討したい」が 297

件（50.6%）と最も多く、次いで「採用したい」154 件（26.2%）、「採用は考えない」123
件（21.0%）の順になっている。 ※「無回答」13件（2.2%） 
なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合算すると、451 件
（76.8%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（10）卒業生の採用人数について 
 「（9）卒業生の採用意向について」において肯定的な採用意向を示した 451 企業に対し
て、広島県立新大学の卒業生の将来的な採用人数について調査したところ、「人数は未確

定」が 247 件（54.8%）と最も多く、次いで「1 人」133 件（29.5%）、「2 人」46 件
（10.2%）、「3 人」19 件（4.2%）、「5 人以上」3 件（0.7%）、「4 人」2 件（0.4%）の順に
なっている。 「無回答」1件（0.2%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

卒業生の採用意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採用したい 154          26.2         

2 採用を検討したい 297          50.6         

3 採用は考えない 123          21.0         

無回答 13             2.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          

採用したい
26.2%

採用を検討したい
50.6%

採用は考えない
21.0%

無回答
2.2%

卒業生の採用意向

N=587

１人
29.5%

２人
10.2% ３人

4.2%

４人
0.4%

５人以上
0.7%

人数は未確定
54.8%

無回答
0.2%

卒業生の採用人数

N=587

卒業生の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １人 133          29.5         

2 ２人 46             10.2         

3 ３人 19             4.2            

4 ４人 2               0.4            

5 ５人以上 3               0.7            

6 人数は未確定 247          54.8         

無回答 1               0.2            

N （％ﾍﾞｰｽ） 451          100          
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３．調査結果のまとめ 
広島県立新大学の卒業生に対する将来的な採用意向人数の集計にあたっては、「（9）卒

業生の採用意向について」の肯定的な回答数と、「（10）卒業生の採用人数について」の将
来的な採用人数の各選択肢（「1人」、「2人」、「3人」、「4人」、「5人以上」、「人数は未確定
（※）」）を乗じ、これを合計し、算出した。 
※「人数は未確定」とは、「（9）卒業生の採用意向について」にて、「採用したい」「採
用を検討したい」と回答し将来的な採用意向は示すが、アンケートの時点では将来的な採

用人数について確定していないものである。したがって、本調査では「人数は未確定」の

将来的な採用人数を最低数である「1人」として計算した。 
 
 
下記の表より、広島県立新大学の卒業生に対する採用意向人数は「採用したい」のみで

合計した場合、233 人となる。入学定員は 100 人であるため、2.33 倍の採用意向を確保で
きている。 
また、「採用したい」「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は 552 人とな
り、これは、入学定員 100人に対して、5.52倍となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の調査結果と、今回の調査対象以外の進路も考えられることから、広島県立新大学

の卒業生の進路は十分に確保できるものと考える。 
 
 
 
 
 

採用意向 × 採用人数
　回答数(件) 　回答数(件)

人数（人） 人数（人）

1人(A) 47      (a) (A)×(a) 47  1人(A) 133     (a) (A)×(a) 133 

2人(B) 29      (b) (B)×(b) 58  2人(B) 46      (b) (B)×(b) 92  

3人(C) 16      (c) (C)×(c) 48  3人(C) 19      (c) (C)×(c) 57  

4人(D) 2       (d) (D)×(d) 8   4人(D) 2       (d) (D)×(d) 8   

5人以上(E) 3       (e) (E)×(e) 15  5人以上(E) 3       (e) (E)×(e) 15  

人数は未確定(F) 57      (f) (F)×(f) 57  人数は未確定(F) 247     (f) (F)×(f) 247 

無回答 - 無回答 1       

※採用人数が無回答であった場合は、計算から除外した

合計

合計採用意向 233 人 合計採用意向 552 人

「採用したい」

のみ
合計

「採用したい」

「採用を検討し

たい」の合計
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調査票 
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計画概要 
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単純集計表 
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本社
83.3%

支社
8.9%

単独事業所
5.3%

その他
2.0% 無回答

0.5%

事業所の種別

N＝587事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 489          83.3         
2 支社 52             8.9            
3 単独事業所 31             5.3            
4 その他 12             2.0            
無回答 3               0.5            
N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          

広島県（広島市内）
43.3%

広島県（広島市外）
41.6%

岡山県
0.2%

大阪府
1.2%

東京都
2.2%

その他
1.7%

無回答
9.9%

事業所の所在地
N=587

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 広島県（広島市内） 254          43.3         
2 広島県（広島市外） 244          41.6         
3 岡山県 1               0.2            
4 大阪府 7               1.2            
5 東京都 13             2.2            
6 その他 10             1.7            
無回答 58             9.9            
N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 4                  0.7              
2 鉱業・採石業・砂利採取業 0                  0.0              
3 製造業 173             29.5            
4 情報通信業 20               3.4              
5 卸売業・小売業 111             18.9            
6 不動産業・物品賃貸業 13               2.2              
7 宿泊業・飲食サービス業 8                  1.4              
8 教育・学習支援業 9                  1.5              
9 複合サービス業 3                  0.5              
10 公務（他に分類されるものを除く） 1                  0.2              
11 漁業 0                  0.0              
12 建設業 60               10.2            
13 電気・ガス・熱供給・水道業 9                  1.5              
14 運輸業・郵便業 33               5.6              
15 金融業・保険業 19               3.2              
16 学術研究・専門技術サービス業 11               1.9              
17 生活関連サービス業・娯楽業 7                  1.2              
18 医療・福祉 61               10.4            
19 サービス業（他に分類されないもの） 24               4.1              
20 その他 17               2.9              
無回答 4                  0.7              
N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

農業・林業
0.7%

鉱業・採石業・砂利採取業
0.0%

製造業
29.5%

情報通信業
3.4%

卸売業・小売業
18.9%

不動産業・物品賃貸業
2.2%

宿泊業・飲食サービス業
1.4%

教育・学習支援業
1.5%

複合サービス業
0.5%

公務（他に分類されるものを除く）
0.2%

漁業
0.0%

建設業
10.2%

電気・ガス・熱供給・水道業
1.5%

運輸業・郵便業
5.6%

金融業・保険業
3.2%

学術研究・

専門技術サービス業
1.9%

生活関連サービス業

・娯楽業
1.2%

医療・福祉
10.4%

サービス業（他に分類されないもの）
4.1% その他

2.9% 無回答
0.7%

事業所の業種

N=587
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1～4名
38.7%

5～9名
15.5%

10～19名
11.6%

20名以上
13.6%

採用していない
20.3%

無回答
0.3%

昨年度の採用人数

N=587
昨年度の採用人数

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1～4名 227          38.7         
2 5～9名 91             15.5         
3 10～19名 68             11.6         
4 20名以上 80             13.6         
5 採用していない 119          20.3         
無回答 2               0.3            
N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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毎年、安定的に採用していくと思う
46.0%

できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う
29.5%

毎年ではないが、

ある程度は安定的に

採用していきたいと思う
14.5%

増員が必要になった場合に、

採用を考える
4.4%

欠員が出た場合に、

採用を考える
4.1%

当面、採用は行わないと思う
1.5% 無回答

0.0%

今後の採用方針

N=587

今後の採用方針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採用していくと思う 270             46.0            
2 できれば、毎年安定的に採用していきたいと思う 173             29.5            
3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採用していきたいと思う 85               14.5            
4 増員が必要になった場合に、採用を考える 26               4.4              
5 欠員が出た場合に、採用を考える 24               4.1              
6 当面、採用は行わないと思う 9                  1.5              
無回答 0                  0.0              
N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             
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人材採用における最終学歴（第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学院 23             3.9            
2 ４年制大学 456          77.7         
3 短期大学 9               1.5            
4 専門学校 37             6.3            
5 その他 59             10.1         
無回答 3               0.5            
N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          

大学院
3.9%

４年制大学
77.7%

短期大学
1.5%

専門学校
6.3%

その他
10.1%

無回答
0.5%

人材採用における最終学歴（第1位）
N=587

大学院
23.3%

４年制大学
10.6%

短期大学
14.7%

専門学校
31.9%

その他
14.8%

無回答
4.8%

人材採用における最終学歴（第2位）
N=587

人材採用における最終学歴（第2位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学院 137          23.3         
2 ４年制大学 62             10.6         
3 短期大学 86             14.7         
4 専門学校 187          31.9         
5 その他 87             14.8         
無回答 28             4.8            
N （％ﾍﾞｰｽ） 587          100          
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社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が高いと思う 270             46.0            
2 一応、社会的必要性があると思う 206             35.1            
3 あまり必要性はないと思う 25               4.3              
4 必要性はないと思う 8                  1.4              
5 わからない 74               12.6            
6 その他 2                  0.3              
無回答 2                  0.3              
N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

社会的必要性が高いと思う
46.0%

一応、社会的必要性があると思う
35.1%

あまり必要性はないと思う
4.3%

必要性はないと思う
1.4%

わからない
12.6% その他

0.3% 無回答
0.3%

社会的必要性

N=587
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新しく設置される県立大学である点
19.1%

学ぶ内容や、

「修得」と「実践」を

繰り返すカリキュラム
25.9%

SDGsの17のゴールを念頭に置いている点
6.0%３か月ごとのクォ―ター制を採用し、

企業等へのインターンシップをさせる点
16.0%

プラットフォームを通じて

実社会での課題解決に

取り組ませる点
12.9%

様々な学問分野の知識を

横断的に学修させる点
4.4%

ICTリテラシーやデータサイエンス、
デザイン思考を学修させる点

4.3%

英語での授業履修が

可能な程度の英語運用能力を

身につけさせる点
4.3%

めざす人材像
3.7%

その他
1.0%

無回答
2.4%

興味のある特徴・事柄（第1位）
N=587

興味のある特徴・事柄（第1位）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される県立大学である点 112             19.1            
2 学ぶ内容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム 152             25.9            
3 SDGsの17のゴールを念頭に置いている点 35               6.0              
4 ３か月ごとのクォ―ター制を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点 94               16.0            
5 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組ませる点 76               12.9            
6 様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点 26               4.4              
7 ICTリテラシーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点 25               4.3              
8 英語での授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点 25               4.3              
9 めざす人材像 22               3.7              
10 その他 6                  1.0              
無回答 14               2.4              
N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             
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興味のある特徴・事柄（第2位） (SA)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される県立大学である点 31               5.3              
2 学ぶ内容や、「修得」と「実践」を繰り返すカリキュラム 96               16.4            
3 SDGsの17のゴールを念頭に置いている点 25               4.3              
4 ３か月ごとのクォ―ター制を採用し、企業等へのインターンシップをさせる点 94               16.0            
5 プラットフォームを通じて実社会での課題解決に取り組ませる点 99               16.9            
6 様々な学問分野の知識を横断的に学修させる点 74               12.6            
7 ICTリテラシーやデータサイエンス、デザイン思考を学修させる点 43               7.3              
8 英語での授業履修が可能な程度の英語運用能力を身につけさせる点 64               10.9            
9 めざす人材像 28               4.8              
10 その他 0                  0.0              
無回答 33               5.6              
N （％ﾍﾞｰｽ） 587             100             

新しく設置される県立大学である点
5.3%

学ぶ内容や、

「修得」と「実践」を

繰り返すカリキュラム
16.4%

SDGsの17のゴールを
念頭に置いている点

4.3%

３か月ごとの

クォ―ター制を採用し、
企業等へのインターンシップを

させる点

16.0%

プラットフォームを通じて

実社会での課題解決に取り組ませる点
16.9%

様々な学問分野の知識を

横断的に学修させる点
12.6%

ICTリテラシーやデータサイエンス、
デザイン思考を学修させる点

7.3%

英語での授業履修が

可能な程度の英語運用能力を

身につけさせる点
10.9%

めざす人材像
4.8%

その他
0.0%

無回答
5.6%

興味のある特徴・事柄（第2位）
N=587
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卒業生の採用意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採用したい 154  26.2   
2 採用を検討したい 297  50.6   
3 採用は考えない 123  21.0   
無回答 13   2.2  
N （％ﾍﾞｰｽ） 587  100  

採用したい
26.2%

採用を検討したい
50.6%

採用は考えない
21.0%

無回答
2.2%

卒業生の採用意向

N=587

１人
29.5%

２人
10.2% ３人

4.2%

４人
0.4%

５人以上
0.7%

人数は未確定
54.8%

無回答
0.2%

卒業生の採用人数

N=587

卒業生の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １人 133  29.5   
2 ２人 46   10.2   
3 ３人 19   4.2  
4 ４人 2   0.4  
5 ５人以上 3   0.7  
6 人数は未確定 247  54.8   
無回答 1   0.2  
N （％ﾍﾞｰｽ） 451  100  
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